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中
国

語
、
日
本
語
、
西
洋

語
間

の
相

互
伝
播
と
翻
訳

の

プ

ロ
セ

ス
に
お
け

る

「経

済
」
と

い
う

概
念

の
変

遷

「経
済
」

は
現
在

よ
く
使
わ
れ
る
常
用
術
語

で
あ

る
。
「国
民
経
済
」
、
「経
済

改
革
」
な
ど
の
言
葉
は
よ
く
耳
に
し
た
り
目
に
し
た
り
す
る
。

こ
れ
ら
用
例
に

お
け
る

「経
済
」
と

い
う
言
葉
は
、
英
語

の
術
語

国
o
o
ぎ
ヨ
網
に
対
す
る
翻
訳

語
と
し
て
、
旧
漢
語
を
借
用
す
る
も

の
で
、
社
会
的
生
産
、
配
分
と
消
費

の
総

和
を
指
す
も

の
で
あ

る
。
兼
ね
て
節
約
、
割

に
合
う
と
い
う
こ
と
を
も
意
味

す
る
。
し
か
し
、
研
究
し
て
み
れ
ば
、
今

日
わ
れ
わ
れ
が
使
い
慣
れ
た
、
上
述

の
新
し
い
意
味
を
担

っ
て
い
る

「経
済
」

と
い
う
言
葉

は
、
そ
の
漢
語
の
古
典

的
意
義
と
の
隔
た
り
は
甚
だ
し
い
ば
か
り

で
な
く
、
そ
の
語
形
か
ら
今
日
の
意

義
を
導
き
出
す
こ
と
も

で
き
な
い
、
「
中
国
語
-
西
洋
語
ー
日
本
語
」
間

の
伝

播
と
翻
訳
の
過
程
に
お
い
て
別
道

に
入

っ
た
言
葉
の

一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
「経
済
」
と
い
う
概
念

の
変
遷
は
、
ま
さ
に
近
代
日
本
人
及

び
そ

の
あ
と
を
追
う
中
国
人

の
社
会
生
産

や
消
費
、
配
分
、
交
換
等
に
対
す
る

認
識
が
、
広
範
的
な
政
治
、
道
徳
理
念

か
ら
抜
け
出
し
て
い
く
傾
向
を
表
し
て

い

る

。

馮

天

瑜

[訳
]
呉

咏
梅

「経
済
」
の
古
典
的
意
義
11
経
世
済
民

漢
語

の
古
典
用
語
と
し
て
、
「経
済
」
は

「経
」
と

「済
」

の
合
成
語

で
あ

り
、
語
の
構
成
法
は
連
合
構
造
で
あ
る
。

「経
」

は
元
々
名
詞
で
、
甲
骨
文
や
金
文
に
お
い
て
は
、
織
機

の
糸
を
巻
く
棒

と
綯
う
棒
に
よ

っ
て
横
に
突

っ
張

っ
た
数
多
く

の
直
線

の
象
形
を
表
し
て
い
る
。

そ
し
て
金
文

で
は

コ
巡
」

の
形
を
し
、
紡
織

の
縦
糸

に
似

て
い
て
、
横
糸

の

　ユ
　

「緯
」
と
対
応
す

る
。
『説
文

・
糸
部
』
で
は

「織
従

(縦
)
絲
也
」
と
解
釈
し

　　
　

て
い
る
。
段
玉
裁
は
、
「経
文
従
絲
謂
之
経
、
必
先
有
経
而
後
有
緯
」
と
注
釈

を

つ
け
る
。
「
経
」
は
ま
た

「
径
」
に
も
通
じ
る
。
こ
の
意
味
は
、
『
周
易
』
に

お
い
て
初

め
て
見
ら
れ
、
「阡
陌
」、

こ
と
田
の
中
を
縦
横

に
交
差
す
る
あ
ぜ
道

を
指
す
。
東
漢

の
劉
煕
は

『釈
名

・
釈
天
芸
』
に
お
い
て
、
「経
、
径
也
…
…
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ヨ
　

如
径
路
無
所
不
通
」
と
言
う
。
「経
」
は
後

に
動
詞
と
転
じ
、
「
治
」

の
意
味
を

　　
　

含

む

よ

う

に
な

り
、

よ

く

「
綸

」

と

一
緒

に

使

わ

れ

る

。

例

え

ば

、

『
周

易

・

屯

卦

・
象

伝

』

に

曰

く

、

「
雲

雷

屯

、

君

子

以

経

綸

」
。

『
中

庸

』

曰

く

、

「
惟

天

　ら
　

下
至
誠
、
為
能
経
綸
天
下
之
大
経
」。

こ
れ
ら

の
セ
ン
テ
ン
ス
の
中
の

「経
綸
」

は

「統
治
管
理
」
、
「正
し

い
道

へ
の
救
済
」
と
解
釈

で
き
る
。
そ
れ
以
外
、

「
経
」
は
ま
た

「略
」
や

「制
」
と
組
み
合

わ
せ
て
、
「
経
略
」
、
「
経
制
」
と

い

っ
た
言
葉
を
構
成
す
る
。
意
味

は

「管
轄

」、
「統
治
管
理
」
に
近

い
。
要
す
る

に
、
動
詞
と
し
て
の

「経
」
は
、
意
味
が

「治
」
と
同
じ

で
あ

る
。
『周
礼

.

　　
　

天

官

・
大

宰

』

曰

く

、

「
以

経

邦

国
」
、

ま

た

『
淮

南

子

・
原

道

訓

』

曰

く

、

　　
　

「有
経
天
下
之
気
」
。
こ
こ
の

「経
国
」
、
「
経
天
下
」

は
、
す
な
わ
ち

「
国
を
治

め
る
」
、
「
天
下
を
治
め
る
」
と

い
う
意
味

で
、
「経
世
」
と
も
言
う
。

「経
世
」
が
連
用
す
る
最
初
の
例
は
、
『荘

子

・
斉
物
論
』
に
み
ら
れ
る
。

六
合
之
外
、
聖
人
存
而
不
論
、
六
合
之
内
、
聖
人
論
而
不
議
。
春
秋
経

世
、
先
王
之
志
、
聖
人
議
而
不
弁
。

こ
こ
の

「経
世
」
は
、
王
先
謙
や
章
太

炎
の
考
証

に
よ
る
と
、
荘
子
の
本
意

は
紀
世
、
世
紀
編
年
の
こ
と
を
指
す

の
だ
が
、
儒
教
を
支
援
し
荘
子
の
思
想

に

も
賛
同
す
る
後
世

の
儒
者
に
よ
り
、
「世

を
治
め
る
、
世
を
救
済
す
る
」
と
い

う
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
。

こ
れ
は
儒
教

の
実
社
会

に
入
る
べ
き
と
さ
れ
た

「
入

世
主
義
」
と
関
連
が
あ
り
、
道
教

の
浮
世
を
離
れ
る
べ
き
と
主
張
す
る

「
出
世

理
念
」
と
は
合
わ
な
い
と
思
う
。
儒
家
の
学
術
が
全
体
を
リ
ー
ド
す
る
時
代
に

お
い
て
は
、
「経
世
」

は
ま
さ
に

「世
を
治

め
る
、
世
を
救
済
す
る
」
儒
教

の

意
志
を
以

っ
て
こ
そ
、
後
世
に
伝
わ
り
、
広
く
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

「済
」

は

「斉
」
と
お
互

い
に
通
用
仮
借
す
る
こ
と
が

で
き
、
整
然

・
調
和

の

意
味
を
持

っ
て
い
る
。
「済
」
は
水
偏
に
従

っ
て
い
る
か
ら
、
「渡
」
と
解
釈
で

き

る
。
意
味
は
川
を
渡

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
派
生

し
て
、
済

は
ま
た

「救
助
、
救
済
」

の
意
味
に
も
用

い
ら
れ
、
「済
民
」
と
い
う
言
葉
を
構
成
し
た

　
　
　

の

で
あ

る
。

例

え

ば

、

『
尚

書

』

に

は

「
以

済

兆

民

」

と

い

っ
た
句

が

あ

る

。

　　
　

　
れ
　

「
経
世
」
は

「
済
民
」
と
連
合
し
て

「
経
世
済
民
」
や

「経
世
済
俗
」
な
ど

の

連
語
を
成
し
た
。
例
え
ぽ
、
晋

の
葛
洪

(
二
八
一
?
1
三
四

一
?
)
は
、
『抱
朴

　
け
　

子

・
明
本
』
に
お
い
て
、
「経
世
済
俗
之
略
、
儒
者
之
所
務
也
」
と
説
く
。
同

　り
　

書
に
は
ま
た

「以
聡
明
大
智
、
任
経
世
済
俗
之
器
」
と
い
う
句
が
あ
る
。
隋
唐

以
降
、
「経
世
済
民
」
な
ど

の
連
語

は
次
第

に
流
行
語
と
な
る
。
例
え
ぽ
、
唐

の
高
祖
李
淵

(五
六
六
-
六
一二
五
)
が
発
布
し
た
告
示
の
中

に
は

「経
邦
済
世
」

　
お
　

と
い
う

フ
レ
ー
ズ
が
現
れ
た
。
こ
の
語
は
ま
た

「経
済
」
と
い
う
言
葉
を
生
む

母
体
と
な
る
。
遠

い
例
を
言
う
と
、
唐

の
太
宗
李
世
民

(五
九
九
ー
六
四
九
)

　
は
　

の
名
前
は
、
「
経
世
安
民
」

の
意
義
か
ら
取

っ
て
い
る
。
近

い
例

は
、
辛
亥
革

命

の
武
昌

一
揆

の
重
要
な
参
加
者
蔡
済
民

(
一
八
八
六
-

一
九

一
九
)
の
名
前

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
氏

の
名
前

は
な
お
直
接
に

「経
世
済
民
」

の
後
ろ

の
両
文
字
を
取

っ
た
も
の
で
あ
る
。

「経
世
済
俗
」
、
「
経
世
済
民
」

の
略
語
と
し
て
、
「
経
済
」
と

い
う
言
葉
は
、
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西
晋
の
時
代

に
最
初
に
見
ら
れ
る
。
『晋
書

・
長
沙
王
乂
伝
』
に
よ
る
と
、
「
八

王
の
乱
」

の
間
、
長
沙
王

・
司
馬
乂

(
二
七
七
-
三
〇
四
)
が
弟

の
成
都
王

・

司
馬
頴

(
二
七
九
-
三
〇
六
)
に
手
紙
を
寄

せ
て
、
「
同
産
皇
室
、
受
封
外
都
、

　め
　

各
不
能
闡
敷
王
教
、
経
済
遠
略
」
と

い
う
。
『晋
書

・
殷
浩
伝
』

に
よ
れ
ぽ
、

東
晋

の
簡
文
帝

(在
位
三
七

一
ー
三
七
二
年
)
が
殷
浩

(?
1
三
五
六
)
宛

の
手

　　
　

紙

の
中

に
、
「足
下
沈
識
淹
長
、
思
総
通
練
、
起
而
明
之
、
足
以
経
済
」
と
高

く
評
価
し
て
い
る
。
『晋
書

・
紀
瞻
伝
』

に
よ
る
と
、
東
晋
の
元
帝
が
紀
瞻
を

　
レ
　

表
彰
す
る
詔
書

の
中
に
、
「瞻
忠
亮
雅
正
、
識
局
経
済
」
と
称
す
る
。
袁
郊
は
、

　あ
　

『甘
沢
謡

・
陶
蜆
』
に
お
い
て
、
王
蜆
氏

に
対
し
て

「蜆
之
文
学
、
可
以
経
済
」

と
評
価
す
る
。
隋

の
王
通

(?
1
六

一
七
)
は
、
『中
説

・
礼
楽
篇
』
に
お
い
て
、

当
時

の

一
人

の
儒
家
名
門
を
次
の
よ
う
に
賞
賛
す
る
。

　む
　

是
其
家
伝
、
七
世
矣
、
皆
有
経
済
之
道
。

王
通
の
こ
の
段
落

は
、
数
多
く
の
辞
書
類

に
よ
り

「経
済
」
と
い
う
言
葉

の

最
初

の
出
所
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
実

の
と
こ
ろ
、
上
述

の
歴
史

書
籍

の
中
の

「経
済
」
用
例
よ
り
は
三
世
紀
ほ
ど
遅
れ
て
い
る
。

唐
代
以
降
、
「経
済
」

の
使
用
頻
度
は
日
増
し
に
高
く
な
る
。
例
え
ば

『唐

書
』

の

『玄
宗
本
紀
』

は
次

の
よ
う
に
称

え
る
。

　ね
　

廟
堂
之
上
、
無
非
経
済
之
才
。

李
白

の

『嘲
魯
冖儒
』
に
は
、

魯
叟
談
五
経
、
白
髪
死
章
句
。

問
以
経
済
策
、
茫
如
墜
煙
霧
。

と
言
う
詩
が
あ
る
。

杜
甫

の

『水
上
遣
懐
』
に
は
、

古
来
経
済
才
、
何
事
独
罕
有
。

の
句
が
あ
る
。

『宋
史

・
王
安
石
伝
』
に
は
、

朱
熹
論
安
石
、
以
文
章
節
行
高

一
世
、
而
尤
以
道
徳
経
済
為
己
任
、
被
遇

　
れ
　

神
宗
、
致
位
宰
相
。

と
書

い
て
あ
る
。

昔

の
有
名
な
対
聯

に
曰
く
、

　お
　

文
章
西
漢
両
司
馬
、
経
済
南
陽

一
臥
竜
。
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す
な
わ
ち
、
司
馬
遷
と
司
馬
相
如

の
文
学
才
能
を
賞
賛
し
、
諸
葛
亮

の
国
を

管
理
し
天
下
を
安
定
さ
せ
る

(経
済
)
能
力

を
称
え
る
も

の
で
あ
る
。

『宋
史
』
は
事
功
派
士
人
に
対
し
て
度

々

「経
済
」

で
以

っ
て
評
価
す
る
。
例

え
ば
、
『宋
史

・
葉
適
伝
』
は
葉
適
氏

に
対

し
て

「
志
意
慷
慨
、
雅

以
経
済

　
お
　

自
負
」
と
説
く
。
『宋
史

・
陳
亮
伝
』
は
陳
亮
氏

の
こ
と
を

「志
存
経
済
、
重

　
　
　

許
可
」
と
書
く
。

『紅
楼
夢
』
の
中
に
駈
賈
政
が
賈
雨
村
の
こ
と
を

「氏
は
経
済
を
心
が
け
て
い

る
」
と
称
え
、
自
分

の
息
子

の
賈
宝
玉
が
色
事
に
熱
中
し
、
「
経
済
」

の
こ
と

を
勉
強
し
な
い
と
し
か
り

つ
け
る
。

右
に
挙
げ
た
文
句

の
中
の

「経
済
」
は
、
皆

「
経
世
済
民
」、
「経
邦
済
国
」

の
略
書
き
で
、
政
治
を
行
う
も

の
が

「国

を
管
理
す
る
」
、
「
人
民
を
助
け
る
」

こ
と
を
意
味

し
、
「政
治
」

の
意
味
と
近

い
。
も
ち
ろ
ん
、
昔

の

「経
済
」
は

国
家

の
財
政
、
国
家

の
経
済
と
人
民
の
生
活
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
。

例
え
ぽ
、
明

の
劉
若
愚
が
著
書

『酌
中
志
』
・
巻
七
の
中

に
、
万
暦
年
間

の
司

礼
秉
筆

(筆
を
執
る
)
太
監
陳
矩

の
こ
と

を
、
「
是
以
有
志
経
済
、
毎
留
心
国

　
お
　

家
歳
計
出
入
」
と
論
及
す
る
。
し
か
し
、

国
家
の
歳
入
歳
出
の
こ
と
に
留
意
し

た
り
、
国

の
経
済
や
人
民

の
生
活
に
関
心

を
持

っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
依
然
と

し
て
経
邦
済
国
の

一
部
分
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
の

「経
済
」
は
伝
統
的
な
意
義

か
ら
離
脱
し
て
は
い
な
い
。

「
経
済
」
と
意
味
が
近

い
言
葉

の

「経
略
」
、
「経
制
」
な
ど
は
よ
く
官
名
に
使

わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
唐
、
宋
、
明
、
清

は
辺
境
要
地
に
防
衛
警
備
の
軍
事

　
　
　

長
官
と
し
て
、
「経
略
使
」
を
設
置
し
た
。
宋
と
明

の
時
代

に
は
、
東
南
地
域

の
財
政
と
租
税
を
管
理
す
る

「経
制
使
」
と
い
う
官
職
が
あ

る
。
「
経
済
」
が

　り
　

官
職
名
と
な

っ
た
の
は
、
金

の

「経
済
使
」
が
あ

る
。

趙
靖

の

『中
華
文
化
通
誌

・
経
済
学
誌
』
や
葉
坦

の

『「中
国
経
済
学
」
尋

根
』
の
研
究
に
よ
る
と
、
「経
済
」
が
本
の
タ
イ
ト
ル
に
な

っ
た

の
は
、
宋
と

元
以
降
に
常
に
見
ら
れ
る
そ
う
で
、
例
え
ぽ
、
宋

の
劉
顔
は

『経
済
枢
言
』
を

著
し
、
馬
存
は

『経
済
集
』
を
著
作
し
、
膝
哄
は

『経
済
文
衡
』
を
編
集
し
、

元

の
李
士
瞻
氏
は

『経
済
文
集
』
を
書

い
た
。
明

に
な

る
と
、
「経
済
」
を
書

名
に
す
る
も
の
が
よ
り
多
く
現
れ
た
。
例
え
ぽ

『経
済
文
輯
』、
『皇
明
名
臣
経

済
録
』
、
『経
済
類
編
』
、
『経
済
言
』
、
『経
済
文
鈔
』
、
『経
済
名
臣
伝
』
、
『経
済

宏
詞
』
、
『経
済
総
論
』
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
清
時
代
に
は
さ
ら
に

『皇
朝
経

済
文
編
』
、
『皇
朝
経
済
文
新
編
』
が
あ
る
。
明
清
時
代

に
勢

い
よ
く
現
れ

た

数

々
の

「
経
済
文
編
」

は
、
両
朝

の
時
代
に
次

々
と
出
て
き
た

「経
世
文
編
」

の
内
容
と
編
集

の
体
例
と
が
き
わ
め
て
近

い
。
そ
の
多
く
は
、
経
世
済
民
の
方

策
を
ま
と
め
る
も

の
で
、
財
政
、
工
商
な
ど

の
面
に
お
け
る
具
体
的
な
内
容
、

例
え
ぽ
財
計
、
賦
役
、
屯
田
、
塩
法
、
茶
法
、
河
渠
、
漕
運
、
工
虞
、
貨
殖
な

　　
　

ど

の
種
類
を
含
め
、
「経
済
文
編
」

の
主
体
と
な

っ
た
。

晩
清
に
な

っ
て
も
、
「
経
済
」
と
い
う
言
葉
は
ま
だ
そ
の
古
典
的
な
意
味

を

踏
襲
す

る
。
曾
国
藩

(
一
八

一
一
1

一
八
七
二
)
は
大

い
に

「義

理

・
経
済

の

合

一
論
」
を
提
唱
し
、
道
光

二
三
年

(
一
八
四
三
)
正
月

の
時
点

で
す
で
に

『致
諸
弟
』
と
い
う
著
書

の
中

で
、
伝
統
儒
学

の

「義
理

の
学
」
、
「考
証

の
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学
」
、
「辞
章

の
学
」

の
ほ
か
に
、
「
経
済
」

の
学
問
を
加
え
る
べ
き
だ
と
主
張

し
た
。
こ
こ
で
の
経
済
と
は
、
経
邦
済
国

の
実
学

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、

曾
国
藩
は
同
治

八
年

(
一
八
六
九
)
に

『
勧
学
篇

・
示
直
隷
士
子
』
を
著
し
、

孔
子
教
を
義
理
、
考
証
、
辞
章
、
経
済
の
四
科
目
に
分
け

る
。
さ
ら

に
、
『求

闕
斎
日
記
類
抄
』
巻
の
上

の

「問
学
」
編

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
詳
し
く
論

述
す
る
。有

義
理
之
学
、
有
詞
章
之
学
、
有

経
済
之
学
、
有
考
拠
之
学
。
義
理
之

学
、
即

『宋
史
』
所
謂
道
学
也
、
在

孔
門
為
徳
行
之
科
。
詞
章
之
学
、
在

孔
門
為
言
語
之
科
。
経
済
之
学
、
在
孔
門
為
政
事
之
科
。
考
拠
之
学
、
即

　
ゆ
　

今
世
所
謂
漢
学
也
、
在
孔
門
為
文
学
之
科
。
此
四
者
闕

一
不
可
。

曾
国
藩

は
、
「経
済

の
学
」
を
儒
教

の
政
事
科
目
に
挙
げ

て
、
理
学

の
経
世

の
機
能
を
強
調
す
る
。

こ
こ
の

「経
済
」

は
、
「
政
治
を
管
理
す
る
、
国
を
治

め
て
天
下
を
安
定
さ
せ
る
」
と

い
っ
た
意
味
を
含
ん
で
い
る
が
、
国
の
経
済
や

人
民

の
生
活

に
関
す
る
実
学
は
そ
の
重
要
な
展
開
部
分
で
あ
る
。
威
豊
、
同
治
、

光
緒
時
代
を
通
じ
て
の
、
曾
氏
の
多
大
な
影
響
と
時
勢

の
要
求

に
よ
り
、
「
経

済

の
学
」
は
晩
清
に
な
る
と
次
第

に
士
人

た
ち
が
研
鑽
す
る
学
問
と
な
り
、
そ

の
言
葉
自
体
も
速
や
か
に
世
の
中

に
伝
わ
り
、
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

清

の
光
緒

二
四
年

(
一
八
九
八
)
五
月
、
即
ち
戊
戌
変
法
の
前
夜
、
湖
広
総

督
張
之
洞

(
一
八
三
七
-

一
九
〇
九
)
と
湖

南
巡
撫
陳
宝
箴

(
一
八
三

一
-

一
九

○
○
)
は
、

一
緒

に

『妥
議
科
挙
新
章
折
』
と
い
う
建
白
書
を
奏
し
、
科
挙

の

八
股
文
を
廃
止
し
、
そ
の
代
わ
り
に
中
国
の
史
事
、
国
朝
政
治
論
を
内
容
と
す

る

「
中
学
経
済
」
や
各
国
の
地
理
、
学
校
、
財
政
、
兵
制
、
商
務
、
刑
法
な
ど

　　
　

を
内
容
と
す
る

「西
学
経
済
」
を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
同
じ
年
、

貴
州
学
政
厳
修

(
一
八
六
〇
1

一
九
二
九
)
は
、
「中
外

の
情
勢
を
通
暁
す
る
」

人
材
を
選
抜
す
る
た
め
の
経
済
科
目
を
設
立
す
る
よ
う
上
奏
し
た
。

し
か
し
、

戊
戌
政
変

の
た
め
、
こ
の
議
論
は
棚
上
げ

に
さ
れ
、
清
末

の
新
政

に
な

っ
て
よ

う
や
く
再
議
さ
れ
る
。
光
緒
二
七
年
七
月

(
一
九
〇

一
年
八
月
)、
清
政
府
は
、

八
股
文
を
廃
止
し
、
科
挙
試
験
の
中

に

「
経
済
特
科
」、
「経
済
正
科
」
を
設
け
、

政
略
で
以

っ
て
時
事
を
論
じ
る
と

い
う
詔
書
を
発
布
し
た
。
経
済
特
科
は
、

一

九
〇
三
年

に
実
行
さ
れ
始

め
、
皇
帝
は
保
和
殿
で
経
済
特
科

の
人
材
に
対
し
て

自
ら
試
問
を
行

っ
た
。
清
末
新
政

の
主
宰
者
で
あ
る
張
之
洞
は

「
経
済
特
科
採

点
大
臣
」
を
担
当

し
た
こ
と
が
あ
る
。
経
済
特
科

の
試
験
内
容

は

「中
学
経

済
」
と

「
西
学
経
済
」
を
含
み
、
そ
の

「経
済
」
は
依
然
と
し
て
経
邦
済
国
、

経
世
済
民

の
こ
と
を
指
す
が
、
す
で
に
中
国
と
西
洋

の
国
を
管
理
す

る
こ
と

(財
政
、
貿
易
、
交
通
な
ど
を
旨
と
す
る
)
に
つ
い
て
の
新
し

い
内
容
を
含

ん
で

い
た
。
こ
れ
は
清
末
科
挙
制
度

の
改
革
運
動
に
お
け
る

一
つ
の
重
大
な
進
展
で

あ
る
。
八
股
文
を
科
挙
試
験
の
舞
台
か
ら
退
か
せ
た
こ
と
は
、
実
際
に

一
九
〇

五
年
に
科
挙
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
の
先
駆
け
と
な

っ
て
い
る
。

清
末

に
中
国

に
入

っ
た
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
も
伝
統
的
意
味

で
の

　　
　

「
経

済

」

を

使

っ
て

い

た
。

例

え

ば

ア

レ

ン

(図
.
一
〇
ゴ
昌

b
=
Φ
昌

一
八

三
六
-

一
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九
〇
七
)
は

一
八
七
五
年

十
月

(光
緒
元
年
九
月
)
か
ら

『
万
国
公
報
』
で

「中
西
関
係
略
論
」

の
論
説
を
連
載
し
始

め
た
。
そ
の
最
初

の
連
載
文

「
論
謀

　お
　

富
之
法
」

の
中

に
す
で
に

「
講
求
尭
舜
禹

湯
之
経
済
」
と
い
っ
た
セ
ソ
テ
ソ
ス

　
お
　

が
あ
る
。
『万
国
公
報
』
第
四
九
七
巻

(光
緒
四
年
六
月
)
に
は
匿
名
氏
の

「
関

愛
中
華
三
書
」
を
掲
載
し
た
。
そ
の
三
冊

目
の
本
に
は

「天
下
万
国
之
中
、
中

　　
　

華
多
経
済
之
才
」
と
い
う
句
が
あ
り
、
後

文
に
は

「経
済
」
と

い
う
言
葉
が
繰

　
あ
　

　あ
　

り
返
し
て
登
場
し
、
例
え
ぽ
、
「此
本
為
当
強
之
経
済
」
、
「経
済
須
預
儲
也
」
、

　サ
　

　
お
　

「当
実
求
其
経
済
」
、
「雖
有
経
済
而
無
近
益
」
な
ど
が
あ
る
。
同
誌

の
第
五
三

　　
　

三
巻

に
は
、
「
稍
知
時
務
者
」
と
い
う
署

名
を
し
た

「勧
士
習
当
今
有
用
之

　　
　

学
論
」
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
、
其
の
中

に
は

「大
学
問
」
、
「大
経
済
」
な
ど

の

言
葉
が
あ
る
。
西
洋
の
宣
教
師
が
主
宰
し
た

『万
国
公
報
』
の
中

に

「
経
済
」

と
い
う
言
葉
が
多
く
現
れ
、
み
な

「経
世
済
民
」
、
「経
邦
済
国
」

の
意
味
を
指

し
て
、
古
代
漢
語

の
固
有
な
意
味
か
ら
脱

し
て
い
な
い
。

二

日
本
は
古
代
か
ら
古
典
意
味

の

「経
済
」
を
踏
襲
し
て
き
た

が
、
近
世
に
な
る
と
そ
の
経
済
論
は
国
家
の
経
済
と
人
民
の

生
活
に
重
点
が
お
か
れ
た

「経
世
済
民
」
を
意
味
す
る

「
経
済
」
と

い
う
言
葉
は
、
漢
籍
と

一
緒

に
日
本

に
伝
わ

っ
て
き

た
。
近
世

(江
戸
時
代
)

に
な
る
と
、
「経
済
」
を
タ
イ
ト

ル

と
す
る
書
籍

は
少
な
か
ら
ず
出
版
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
古
学
派

の
太
宰
春
台

　む
　

(
一
六
八
○
ー

一
七
四
七
)
は
、
『経
済
録
』

の
冒
頭

に

「経
済
」

の
意
味
を
次

の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

凡
そ
天
下
国
家
を
治
む
る
を
経
済
と
云
ふ
。

堯
舜
よ
り
以
来
、
歴
世
の
聖
賢
、
心
を
尽
く
し
て
言
を
立

て
、
教
え
垂

れ
給
う
は
、
皆
、
此

の
経
済

の

一
事

の
為
め
也
。

蘭
学
者
青
木
昆
陽

(
一
六
九
八
-

一
七
六
九
)
の

『経
済
纂
要
』
、
江
戸
末
儒

学
者
海
保
青
陵

(
一
七
五
五
-

一
八

一
七
)
の

『経
済
談
』、
神

道
と
洋
学

を

「混
同
」
さ
せ
た
佐
藤
信
淵

(
一
七
六
九
ー

一
八
五

一
)
の

『経
済
要
録
』
、
及

び
中
井
竹
山

(
一
七
三
〇
ー

一
八
〇
四
)
の

『経
済
要
語
』
、
古
賀
精
里

(
一
七

五
〇
1

一
八
一
七
)
の

『経
済
文
録
』、
正
司
考
祺

(
一
七
九
三
-

一
八
五
七
)

の

『経
済
問
答
秘
録
』
な
ど
の
著
作

の
中

で
論
じ
ら
れ
て
い
る

「経
済
」
と
い

う
言
葉

は
、
み
な

「経
国
済
民
」
の
意
味
と
そ
の
展
開
さ
れ
た
意
味

で
あ
る
。

例
え
ば
、
佐
藤
信
淵
は

『経
済
要
録
』
第

一
五
巻

に
お

い
て
、
「所
謂
経
済

と

は
、
天
地
を
経
営
す
る
神
意

に
し
て
、
世
界

の
人
類
を
済
救
す
る
業
な
り
」
と

述
べ
て
い
る
。

佐
藤
信
淵

は
、
ま
た

『経
済
問
答
』

の
中

で
、
「経
済
と
は
、
国
土
を
経
営

し
、
万
貨
を
豊
饒

に
し
て
人
民
を
済
救
す
る
の
道
な
り
」
と
公
示
し
て
い
る
。

彼
が
述

べ
て
い
る
の
は
依
然
と
し
て
経
世
済
民
の
政
治
論
で
あ
る
が
、
そ
の
重

点
は
物
質
財
産

の
創
造
と
分
配

に
お
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
国

の
経
済
と
人
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民

の
生
活

へ
の
検
討
に
力
を
入
れ
る
経
済

論
は
、
ま
さ
に
江
戸
時
代
の
空
談
や

無
駄
な
議
論
を
正
す
実
学

の
精
神
が
非
常

に
興
隆
し
て
い
る
こ
と
の
表
わ
れ
で

あ
り
、
「
経
済
」
と
い
う
言
葉
が
近
代
的
な
意
味

へ
転
換
す
る
趨
勢
を
も
予
示

し
て
い
る
。

江
戸
後
期

の
洋
学
は
、
そ
の
経
済
論
が

ま
す
ま
す
国
家
の
経
済
と
人
民

の
生

活

に
対
す
る
探
求

に
傾
い
て
い
く
ぼ
か
り

で
な
く
、
西
洋
科
学
や
生
産
技
術
を

学
ぶ
こ
と
を
も
論
議

の
中

に
導

入
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。
洋
学
者
本
多
利
明

(
一
七
四
四
-

一
八
二

一
)
は

『経
世
秘
策

』
を
著

し
、
国
政
に
お
け
る
四
大
急

務
を
指
摘
す
る
。
そ
の
四
大
急
務

は
即
ち
、
第

一
焔
硝

(硝
石
を
発
掘
し
、
岩

石
と
暗
礁
を
砕
い
て
、
水
陸
交
通
を
開
通
す
る
こ
と
)、
第

二
諸
金

(金
銀
銅
鉄
鉛

な
ど
の
鉱
物
を
採
掘
し
て
、
国
の
用
途
と
し
て
使
う
こ
と
)
、
第
三
船
舶

(造
船
と

海
運
を
発
展
さ
せ
、
天
下
の
物
産
が
流
通
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
)、
第

四
属
島

の
開
発

(周
辺
の
島
々
を
開
発
し
、
特
に
北
部
辺
境
を
拓
殖
す
る
こ
と
)
で
あ
る
。

本
多
利
明
の

「経
世
」
と

い
う
言
葉
は
、

ま
だ
古
代
漢
語

の

「経
邦
済
世
」

の

意
味
を
取

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
経
世
」

の
内
容
は
、
す

で
に
物
質

生
産
、
流
通
、
交
換
、
配
分
な
ど
の
面
に
わ
た

っ
て
展
開
さ
れ
、
西
洋
の
科
学

技
術
を
勉
強
す
べ
し
と
い
う
主
張
も
含
ん
で
い
る
。
本
多
利
明
は
ま
た

『経
済

放
言
』
と
い
う
文
章
も
著
し
て
い
る
。
そ

の
う
ち

「贅
説
篇
」
は
、
家
屋
や
道

路
、
橋
梁

の
建
築
、
ま
た
石
材
や
鉄
材

の
利
用
で
、
ど
う
西
洋
の
方
法
を
お
手

本
に
す
る
か
を
議
論
し
、
ま
た

「
経
済
総
論
」
篇
で
は
物
産
を
増
殖
し
て
、
人

民

の
衣
食
住
の
需
要
を
満
た
す

こ
と
を
論
じ
、
「海
国
」
と
し
て
の
日
本
が

こ

の
問
題
を
解
決
す
る
道
は
海
外
貿
易
を
拡
大
す
る
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。

以
上
か
ら
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本
人
の
経
済
論
は
、
依
然
と
し
て
経
世
済

民
の
政
治
論
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
重
点
は
す
で
に
国
家
の
経
済
と

人
民
の
生
活
に
か
か
わ
る
物
品
の
生
産
、
流
通
、
交
換
と
配
分
に
置
か
れ
、
し

か
も
開
放
的
な
色
彩
を
帯
び
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
中
国
で
も
近
世
日
本
に
類
似
し
て
、
宋
元
以
降
、
経
世
実
学

の
発

展

に
し
た
が

っ
て
、
「
経
済
」
と
い
う
言
葉
が
ま
す
ま
す
国
家
経
済
と
人
民
生

活

の
内
容
に
関
す
る
内
容
を
含
む
よ
う
に
な

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
内

容

は
皆

「
経
世
済
民
」
と

い
う
総
ま
と
め

の
中

に
含
ま
れ
て

い
る
。
即
ち
、

「経
済
」
は
国
を
治
め
る
と
い
う
政
治
的
な
課
題

に
従
属
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

江
戸
時
代
の
日
本
で
は
、
「経
済
」
と
い
う
名
目

の
下
で
国
家
経
済

と
人
民

生
活
の
問
題
を
議
論
す
る
ほ
か
、
「富
国
」
と
い
う
言
葉
も
常

に
使
わ
れ
て
い

た
。
林
子
平

(
一
七
三
七
-

一
七
九
三
)
は
本
多
利
明
よ
り
も
早
く
国
家

の
経

済
と
人
民

の
生
活

に
関
心
を
寄

せ
、
『富
国
策
』
と

い
う
文
章
を
著

し
、
貧
富

の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
林
子
平
の
文
章

の
タ
イ
ト
ル
は
中
国
宋
代
李
覯

(
一

〇
〇
九
ー

一
〇
五
九
)
の

『富
国
策
』
を
真
似

た
も

の
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、

「
富
国
」
と
い
う
言
葉

に
は
も

っ
と
遠

い
源
が
あ
る
。
司
馬
遷
は
春
秋
時
代
管

　れ
　

　
お
　

仲
が
斉
を
治
め
た
こ
と
に
対
し
て
、
「
通
貨
積
財
、
富
国
強
兵
」
と
称
し
た
。

　
ゆ
　

戦
国
時
代
の
荀
子
に
は
さ
ら
に

「
富
国
」
と
題
す
る
専
門
的
な
論
文
が
あ
る
。

一
八
六
〇
年
代
末
、
清
の
京
師
同
文
館
で
は

「
富
国
策
」

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が

　
あ
　

設

け

ら

れ
、

ア

メ

リ

カ

人

宣

教

師

マ

ー

チ

ン

(鬢

・
〉
●
℃
'
竃

鍵
匡
口

一
八

二
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七

-

一
九

一
六
)

に

よ

り

講

義

さ

れ

た
。

イ

ギ

リ

ス
人

宣

教

師

エ
ド

キ

ン

ズ
　
　
　

Q
o
ω
Φ
9

国
α
置
コ
ω

一
八

二
一二
ー

一
九
〇

五
)

は

、

『
富

国

養

民

策

』

を

著

し

た
。

日

本

に

お

い

て

は

、

啓

蒙

学

者

福

沢

諭

吉

(
一
八

三

四
i

一
九

〇

一
)
が

明

治

　り
　

一
八
年

(
一
八
八
五
)
に

「
富
国
策
」
と
題
す
る
論
文
を
書

い
た
。

以
上
か
ら
、
近
代
に
お
い
て
は
、
中

日
の
士
人

・
文
人
及
び
中
国
に
来
た
西

洋
の
宣
教
師
は
競
い
合

っ
て
論
著
を

「富
国
策
」
と
命
名
し
、
国
家
経
済
や
人

民
の
生
活

に
つ
い
て
検
討
し
、
西
洋

の
術
語

勺
o
洋
け
巴

Φo
o
づ
o
曰
く
の
対
訳
語

と
し
て
用
い
た
こ
と
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。

「経
済
学
」
は
、
古
代

の
中
国
に
は
す
で
に
あ

っ
た
言
葉
で
あ
る
。
唐

の
厳
維

　
が
　

は
詩
に
曰
く
、
「
還
将
経
済
学
、
来
問
道
安

師
」。

こ
れ
は
割
合

に
早
い
例
で
あ

る
。
宋

の
朱
熹

は

『陸
宣
公
奏
議
』
と
い
う
本
を
評
論

し
て
、
「
此
便
是
経
済

　
れ
　

之
学
」
と
い
う
文
を
書
き
残
し
た
。
『元
史

』
巻

一
七
二
の
中

に
も

「
経
済
之

学
」
と
い
う
語
が
み
え
る
。
明
清
時
代
の
歴
史
書

の
中
に
、
そ
の
当
時

の
人
を

　　
　

　み
　

論
う
場
合
、
常
に

「
当
務
経
済
之
学
」、
「好
講
経
済
之
学
」
と
い
っ
た
言
い
方

を
す
る
。
そ
し
て
よ
く

「経
済
之
学
」
を

「
性
命
之
学
」
、
「
義
理
之
学
」
、
「掌

故
之
学
」
な
ど
と

一
緒
に
、
学
問
の

一
つ
の
類
別
と
し
て
並
べ
る
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
清
末

の
曾
国
藩
は
、
義
理
之
学
、
考
証
之
学
、
詞
章
之
学

の
ほ
か
に
、

「
経
済
之
学
」
を
加
え
、
士
人
が
学
ぽ
な
け

れ
ぽ
な
ら
な
い
科
目
で
あ

る
と
考

え
て
い
た
。
こ
れ
ら

「経
済
学
」
、
「経
済
之

学
」
の
用
例
は
、
み
な

「
経
世
済

民
之
学
」
を
指
し
、
す
で
に
次
第

に
増
え

て
い
く
国
家

の
経
済
や
人
民
の
生
活

に
関
す
る
内
容
も
含
ん
で
い
た
が
、
い
ず

れ
も
汎
政
治
的
、
汎
倫
理
的
な
紋
切

り
型
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
江
戸
中
期
ま
で
、
日
本

の
経
世

学
者
が
用

い
る

「経
済
学
」
と
い
う
言
葉
は
、
大
体
中
国
明
清
時
代
の

「経
済

学
」
の
意
味
と
類
似
し
、
江
戸
末
期

に
な

っ
て
初
め
て
変
化
が
生
ま
れ
た
。

こ

れ
は
西
洋
術
語
の
伝
来
と
関
係
が
あ
る
。

三

古
代
ギ

リ
シ
ャ
か
ら
現
代

の
欧
米

に
至

る
ま

で
の

国
o
o
8

ヨ
団
と

い
う
言
葉

の
本
来

の
意
味
、
そ

の
変
遷

及
び
定
着

漢
字
文
化
圏

に
お
け
る

「経
済
」
と
い
う
言
葉
が
、
「
経
世
済
民
」
と

い
う

古
典
的
意
味
か
ら
社
会

の
生
産
関
係
の
総
和
、
即
ち
国
民
生
産
、
配
分
と
消
費

の
総
和
と
い
う
意
味

に
転
じ
、
節
約
や
割
に
合
う
と
い
う
意
味
も
兼
ね
る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
、
近
代
日
本
人
が
英
語

の
国
8
昌
o
目
団
の
訳
語
と
し

て

「経

済
」
を
使

っ
た
近
代

に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
洋

に
お
い

て
は
、
国
o
o⇒
o
日
《
と
い
う
言
葉
は
か
な
り
複
雑
な
発
展
プ

ロ
セ
ス
を
歩
ん
で

き
た
。

英
語

の
国
o
o
8
目
《
は
ギ

リ
シ
ャ
語

の

。ミ
ミ

£
ミ
o
窃
か
ら
変
化
し
て
き

た
も

の
で
あ
る
。
紀
元
前
四
世
紀
、
ギ

リ

シ
ャ
の
思

想
家

ク
セ
ノ

フ
ォ
ソ

(×
窪
0
9
8
)
が

『経
済
論

(。
ミ
ミ
暑
ミ
。
窃
)』
を
著
し
た
。

タ
イ
ト
ル
の
中

の

o
ミ
o
ミ
は

「
家
族
」

の
意
味

で
、
e
o爻
o
窃
は
本
来

の

「法
律

・
法
則
」
ま

た
は

「支
配
」
と
い
う
意
味
か
ら
、
「経
営
」
と

い
う
新
し
い
意
味
が
派
生
し

た
。
両
者
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
と
、
「家
政
」
、
「家
計
管
理
」
、
「家
族
経
営
」
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を
意
味
す
る
新

し
い
単
語
が
生
ま
れ
た
。
ゆ
え
に
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ソ
の
著
作

は

『家
政
学
』
ま
た
は

『家
政
論
』
と
も
訳
さ
れ
た
。
こ
れ
は
西
洋
文
化

に
お
け

る

国
o
o
づ
o
ヨ
賓
と
い
う
言
葉

の
源

で
あ
る
。

ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
よ
り
半
世
紀
遅
れ

て
生
ま
れ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

(諺
器
8
什Φ
扇
ω
"
じu
.〇
三
八
四
1

じd
●〇
三
二
二
)

は
、
経
済
学
の
課
題
を

「
財
を
な
し
、
富
を
も
た
ら
す
術
」
を
研
究
す
る
こ
と

と
定
め
、
奴
隷
の
配
分
を
含
む
資
源

の
配
分
に
か
か
わ
り
、
富
を
致
す
道
を
家

庭
の
財
産
管
理
と
都
市
国
家

の
管
理
の
二
種
類

に
分
け
て
い
る
が
、
前
者

こ
そ

　
の
　

自
然

で
正
当

な
も

の
だ
と
指
摘
し
た
。
要

す
る

に
、
西
洋

に
お

い
て
は
、

国
o
o
8
日
《
の

「家
政
学
」

の
意
味
が
歴
史
も
古
く
、
意
義
も
深

い
。

し
か
し
、

次
第
に
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

中
世

に
至
る
と
、
古
典
的
な
都
市
国
家
が
な
く
な

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
及
び
邦
を
封
じ
る
政
治
的
な
統
治
は
相
変
わ
ら
ず
家
計
管
理

(Φ
OO
昌
O曰
く
)

と
切

り
離
さ
れ
、
中
国
古
来

の

「身
-
家

ー
国
1
天
下
」
が

一
体

で
あ
り
、

そ
ろ

「
修

(
め

る
)
、

斉

(
う
)
、

治

(
め

る
)
、

平

(
ら

げ

る
)
」

が

完

備

し

た

一
つ

の

過

程

で
あ

る

と

い
う

観

念

と

は

大

き

な

隔

た

り

が

あ

る
。

故

に
、

古

代

漢

語

の

「
経

済

(
経
邦

済

国
)
」

と

い

う

概

念

の
領

域

は

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の
古

典

時

代

と

中

世

に
使

わ

れ

た

国
o
o
⇒
o
目
く

(家

政
、

家
計

)

よ

り

大

き

い
。

一
六

世

紀

に
、

国
0
8

0
目
団

に

は

法

律

的

意

義

が

加

え

ら

れ

、
国
o
o
8

ヨ
団

(家

政

学
)

は
農

学

と

結

合

さ

れ

、

多

く

の
農

村

貴

族

に
勉

強

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ
た
。

国
6
8

0
日
《
は

ま

た

キ

リ

ス

ト

教

の
神

学

と

結

び

付

け

ら

れ

、

「
神

の
代

理

」

と

い

う

意

味

合

い

を

持

っ
て

い

た
。

一
七

世

紀

に

は

、
国
o
o
口
o
日
《

は

℃
o
洋

け
巴

(
政

治

的
)

と

い

う

言

葉

と

結

合

す

る

よ

う

に

な

り

、

次

第

に

「
家

政

」

の
意

味

か

ら

「
国

家

の
統

治

と

管

理

」

の
意

味

に

拡

大

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ
た

。

例

え

ば

、

フ

ラ

ン

ス
初

期

の
重

商

主

義

者

モ

ン

ク

レ

テ

ィ

ア

ソ

(
〉
・
α
①
]≦
O
昇
O
畔
Φ
口
Φ
昌

一
五
七

五
i

=

ハ
ニ

一
)

が

一
六

一
五
年

に
出

版

し

た

き

ミ

蹄
ミ

肉
ら
§

o
§

、
の

タ

イ

ト

ル

は

『
国

家

の
秩

序

と
統

治

』

と
意

訳

す

る

こ

と
が

で
き

る
。

こ

の
本

に

お

い

て
、

モ

ソ

ク

レ
テ

ィ

ア

ソ

は
、

こ

の
書

は

「
国

王

や
皇

太

后

さ

ま

に
捧

げ

る

政

治

経

済

学

で
あ

る
」

と

言

明

し

た
。

モ

ン

ク

レ
テ

ィ

ア

ン

は
自

分

の
論

議

は

す

で

に
家

庭

生

活

や

家

族
管

理

の
範

囲

を

超

え

、

社

会

の
管

理

か

ら

国

家

の
経

済

と

人

民

の
生

活

に

ま

で
広

く

行

き

渡

り

、

中

に

は

国

を

治

め

天

下

を

安

定

さ

せ

る

政

治

内

容

が

含

ま

れ

て

い

る

か

ら

、

「
君

主

の
ご

高

覧

」

の
た

め

に
供

す

る
読

み
物

で
あ

る

ゆ

え

、

「
政

治

経

済

学

」

と

称

す

る
と

論

じ

て

い

る
。

一
八

世

紀

に

な

る

と

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で

は

経

済

学

に
関

す

る
論

著

が

次

第

に

多

く

な

っ
た

。

啓

蒙

思

想

家

ル

ソ

ー

(9

旨

菊
o
ロ
ω
ω
Φ
鋤
ロ

一
七

一
ニ
ー

一
七

七

八
年

)

は

フ
ラ

ソ

ス

の

『
百

科

全

書

』

の

た

め

に

「
政

治

経

済

学

」

と

い
う

項

目

を
書

い

た
。

ル

ソ

ー

は
古

代

ギ

リ

シ

ャ

の

「
家

政

学

」

と

区

別

し

て
、

政

治

経

済

学

の
、

国

を
管

理

し
人

民

を

安

定

さ

せ

る
内

容

を
強

調

し

た
。

古

典

派

経

済

学

者

の

ア
ダ

ム

・
ス
ミ

ス

(
〉
α
9
ヨ

Qっ
巨

昏

一
七

二
五
-

一
七
九
〇
)
、

リ

カ

ー

ド

(∪
鋤
≦
α

空

o
げ
輿

α
〇

一
七

七

ニ
ー

一
八

二

五
)
、

マ

ル

サ

ス

(
日
げ
o
ヨ
簿
ω

菊
O
ぴ
①
辞

]≦
巴
夢
¢
ω

一
七

六

六
-

一
八

三
七
)
、

ミ

ル

Q
O
ゴ
P

ω
ε
鋤
詳

]≦
田

一

八
〇

六
-

一
八

三
七
)

な

ど

は

み

な

「
政

治

経

済

学

(
℃
o
洋

ぱ
巴

国
o
o
昌
o
ヨ
《
)
」
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と

い
う

言

葉

を

使

っ
た

。

例

え

ば

、

リ

カ

ー

ド
が

一
八

一
七
年

に
出

版

し

た

代

表
作

の
タ
イ
ト
ル
は
、
O
§

ミ
馬
ミ

§
骨
N跨

旦

き

ミ
蹄
ミ

粤

§
o
§
、
§

駄

賽

§
§
謡

(『政
治
経
済
学
と
課
税
の
原
理
』
)
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は

『政
治
経

済
学
批
判
』
を
著
し
た
こ
と
も
あ
る
し
、

そ
の
大
作

『資
本
論
』
の
サ
ブ

タ
イ

ト
ル
も

「
政
治
経
済
学
批
判
」
で
あ

る
。

一
九
世
紀
の
英
語
圏

で
は

「
～
学
」

の
あ
と

に
一〇
ω
と
い
う
語
尾
を

つ
け
て

標
準
的
な
学
科
科

目
に
し
た
ほ
う
が

よ
い
と
す
る
提
案

で
、
国
oo
づ
o巨

oω
と

い
う
言
葉
が
現
れ
た
。

一
八
四
三
年

に
創
刊
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
著
名
な
週
刊

誌

搴

Q
肉
ら§
o
§
覧無

(『経
済
学
者
』)
は
、
国
o
o
昌
o
ヨ
け
ω

(経
済
学
)
と
い
う

言
葉

の
普
及
を
推
進
し
た
。

一
九
世
紀

の
後
期
に
な
る
と
、
西
洋
の
経
済
学
と

政
治
学
と
の
区
分
が
次
第

に
明
ら
か
に
な
り
、
経
済
学
は
専
門
的

に
社
会
生
産
、

分
配
と
消
費

の
問
題
を
研
究
す
る
学
問
と
な

っ
た
。
例
え
ば
、
ジ

ェ
ヴ
ォ
ン
ス

(亳
・ω
・冒
<
。湯

一
八
三
五
-

一
八
八
二
)

は

一
八
七
〇
年
代

の
末
期
に
、
国
0
9

口
oヨ
8
ω
が

勺
o
洋
8
巴

国
o
o
口
o
日
団
(政
治
経
済
学
)
に
取

っ
て
代
わ
る
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
経
済
学
者

の

マ
ー
シ
ャ
ル

(〉
.
ζ
四
雫

ω訂
=

一
八
四
二
ー

一
九

二
四
)
は

一
八

九
〇
年

に
豊

ご
ら母
駐

9

粤

や

ミ

ミ

"皀

(
『経

済

学

原

理
』
)

を

出

版

し

、

は

じ

め

て

「
経

済

学

」

で
書

名

を

命

名

し

た
。

そ

の
後

、

国
o
o
8

巨

o
ω

(経

済

学
)

と

勺
o
一三

〇
巴

国
8

昌
o
ヨ
《

の

分

野

が

次

第

に
分

か
れ

て

い
く

。

一
九

世

紀

初

期

以

降

、

経

済

生

活

の
進

展

に
伴

っ
て
、

国
o
o
口
0
8
く

(
経
済

)

の
内

包

が

ま

す

ま

す

細

か

く

な

っ
て

い

く

。

イ

ギ

リ

ス

の
経

済

学

者

ミ

ル

(
』
9。
日
①
ω

竃
≡

一
七
七

三
ー

一
八
三

六
)

は

『
政

治

経

済

学

要

義

』

に

お

い

て

は

じ

め

て

「
経

済

」

の
生

産

、

分

配

、

交

換

、

消

費

と

い

っ
た

「
四
分

法

」

を

提

唱

し

た

。

そ

の
後

、

マ
カ

ロ

ッ

ク

(旨

勾
・
罎
o
O
邑

o
o
げ

一
七

八
九
i

一
八
六

四
)

に
も

『商

業

辞

典

』

の
中

で
似

た

よ

う

な

論

説

が

あ

っ
た
。

こ

れ

で

、

経

済

の
今

日

的

意

義

が

大

体

定

型

化

さ

れ

た
。

イ

ギ

リ

ス

の
学

者

マ
ク

レ
オ

ッ
ト

(=
①
コ
亳

U
⊆
昌
巳
昌
ひq
]≦
鋤
巳
①
o
α

一
八

二

一

-

一
九

〇

二
)

は
、

著

作

野

§

o
ミ
賊8

尋

＼

bO
礦

ミ

ミ

δ

(
『経

済

学
入
門

』
)

に

お

い

て

、

勺
o
洋

け
巴

国
o
o
昌
o
ヨ
団

と

国
0
8

0
ヨ
《

(
]円
O
O
昌
O
ヨ
一〇
ω
)

の
学

理

的

な

区

分

を

行

っ
た
。

彼

は

、

国
o
o
ロ
o
曰
く

は

即

ち

国
0
8

0
白
け
ω
で
、

ギ

リ

シ

ャ

語

か

ら

来

て

お

り

、

「
各

種

の
財

産

」

と

「
法

」

と

い

う

二
通

り

の
意

味

を

持

ち

合

わ

せ

て

い

る

と

指

摘

し

た
。

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ス

に

よ

れ

ば

、

国
o
o
コ
9
β
く

は

「
歳

入

の
招

集

法

」

で

、

「
王

家

的

、

方

向

的

、

政

治

的

及

び

家

政

的

」

の

意

味

を

持

つ
と

い
う

。

勺
o
洋

8

は
、

ギ

リ

シ

ャ
語

の
中

で

は

「
自

由

邦

国

の

意

味

」

で

あ

る
。

故

に

、

勺
o
一一菖
o
巴

国
0
8

0
曰
く
は

、

「
自

由

邦

国

、

歳

入

を

招

集

す

る
方

法

で
あ

る
」
。

国
o
o
口
o
巨

o
ω
に

対

し

て
、

マ

ク

レ

オ

ッ
ト

は

、

「
物

品

を

交

換

し
得

る
相

互

関

係

を

重

ん

じ

る

支

配

方

法

の
学

、

あ

る

い

は
価

　
お
　

値

の
学
、
時

に
は
富
を
求
め
る
学
と
称
す
る
」
と
定
義
し
た
。

赤

坂
亀
次
郎
は
こ

の
書

の
第

二
版

(
一
八
七
九
年
)
に
基
づ
き
、
第
四
版

(
一
八
八
四
年
)
を
参
考

に
し
て
日
本
語

に
全
訳
し
、
『麻
氏
財
理
学
』
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、

一
八
八
九
年

一
二
月

に
東
京
の
集
成
社
か
ら
刊
行
し
た
。
原
著

に
影

響

を
受

け

て
、
赤

坂

も

勺
o
洋
け
巴

国
o
o
づ
o
目
図
を

国
oo
昌
o目
団
(国
o
o
-
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中国語、 日本語、西洋語 間の相互伝播 と翻 訳の プロセ スにおける 「経済」 とい う概念 の変遷

口
o
自

8
)

と

区

別

さ

せ
、

前

者

を

「
経

済

学

」
、
後

者

を

「
財

理

学

」

と

翻

訳

し

た

。

彼

は

「
凡

例

」

に

お

い

て
、

経

済

学

(
ポ

リ

チ

カ

ル

エ

コ
ノ

ミ

ー
)

は

政

治

上

の
関

係

で
富

を

論

じ

る

名

称

で

、

財

理

学

(
エ

コ
ノ

ミ

ッ
ク

ス
)

は
経

済

と

関

係

が

な

く

、

た
だ

富

を

論

じ

る
も

の

で
あ

る

と

述

べ

る
。

さ

ら

に
、

彼

は

「
ポ

リ

チ

カ

ル

エ

コ
ノ

ミ

ー

(
勺
o
蓐
凶o
巴

国
0
8

0
ヨ
《
)

を

経

済

学

に
訳

し

た

の

は

、

日

本

の

一
般

慣

例

で

あ

る
が

、

エ

コ
ノ

ミ

ッ

ク

ス

(
]円
O
O
⇒
○
ヨ
一〇
ω
)

を

経

済

学

と

区

別

す

る

の

は
、

ま

だ

聞

い

た

こ

と

が

な

い
。

自

分

が

そ

れ

を

財

理

学

と

訳

し

、

そ

の
訳

が

正

し

い
か

ど

う

か

ま

だ

知

ら

な

い
」

と

述

べ

た

。

原

著

者

が

国
o
o
8

日
一〇
ω
を

「
富

の
学

」
、

「
形

而

下

理

学

」

と

見

て

い
る

か
ら

、

「
財

　カ
　

理
学
」
と
は
、
富

に
関
す
る
理
学

(哲
学
)
で
あ
ろ
う
。

総
じ
て
見
れ
ば
、
西
洋
の
経
済
学
の
理
念
は

「
否
定

の
否
定
」
と
い
う
発
展

の
プ

ロ
セ

ス
を
歩

ん
だ
。
古
代

と
中
世

に
お

い
て
は
、
家
計
、
家
政

の
学

(国
8
き
ヨ
《
)
は
都
市
国
家
と
国
家
政
治

の
学

(℃
。匪

。
巴

と
分
か
れ
、
近
代

の
初
中
期
に
至
る
と
、
両
者
が
次
第

に
結

合
さ
れ
、
政
治
経
済
学

(℃
○
ま

。巴

国
8
昌
。
曰
く
)
の
名
目
の
も
と
で
発
展
を
遂
げ
た
。

一
九
世
紀
半
ぽ
以
降
、
工
業

文
明
、
商
品
経
済

の
成
熟

に
伴

っ
て
、
経
済
学
は
新

し
い
レ
ベ
ル
で
政
治
学
と

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
発
展
し
て
い
く
。
国
oo
昌
o
ヨ
け
ω
は
政
治
学
に
付
属
す

る

地
位
か
ら
離
脱
し
、
政
治
経
済
学

(勺
o洋
ド
巴

国
0
8
0
ヨ
《
)
か
ら
分
離
さ
れ
、

国
家
経
済
と
人
民
の
生
活

に
か
か
わ
る
問
題
を
議
論
す
る
専
門

の
学
問
と
な
り
、

社
会
生
産
、
分
配
、
消
費
と
交
換
が
そ
の
研
究
対
象
と
な

っ
た
。
漢
字
文
化
圏

に
あ
る
日
本
と
中
国
は
、
国
o
§
o
ヨ
唄
を
翻

訳
し
た
時
期

に
は
前
後

の
区
別
が

あ
る

(日
本
は

一
九
世
紀
の
中
期
、
中
国
は
一
九
世
紀
の
末
期
二
〇
世
紀
の
初
め
)。

一
九
世
紀

の
後
半
以
降
、
西
洋
は
国
oo
コ
o
目
蜜
の
含
ま
れ
た
概
念
が

「政
治
経

済
学
」
か
ら

「経
済
学
」

へ
変
化
す
る
こ
と
を
経
験
し
て
い
た
た
め
、
両
国

の

学
者

の
国
o
o
コ
o
白
《
に
対
す
る
理
解
は
こ
と
ご
と
く
同
じ
で
は
な
い
。
故

に
漢

語

の
訳
語
の
選
択

に
際
し
て
も
両
国

の
判
断
が
異
な

っ
て
い
る
の
だ
。

四

幕
末

か
ら
明
治

に
い
た
る
間

に
、

日
本

で
は

国
0
8

0
ヨ
団
を

「
経
済
」
と
訳
し
、
「経
済
」

の
意
味
が
そ
れ
以
前

と
変

わ

っ

て
し
ま

っ
た

国
0
8
0
ヨ
《
と
い
う
言
葉

は
物
質
生
産
、
消
費
、
交
換
と
い

っ
た
意
味

の
ほ

か
に
、
長
い
間

℃
o
洋
け
巴

と
同
様

に
用

い
ら
れ
、
政
治
的
管
理

の
意
味
も
兼

ね
て
き
た
。
幕
末
と
明
治
期

(
一
九
世
紀
半
ば
ご
ろ
)
は
ち

ょ
う
ど

「
政
治
経

済
学

(℃
o洋
甘
巴

国
。
8
0
8
矯
)」
と
い
う
名
目
が
欧
米
で
流
行

し
て
い
た
こ
ろ

で
あ
り
、
日
本
人
が
そ
の
言
葉

に
ふ
さ
わ
し
い
邦
訳
語
を
探
し
た
際

に
、
「
経

邦
済
国
」

の
意
味
を
持

っ
た

「経
済
」
と
い
う
言
葉
を
選
ん
だ
の
も
、
自
然

の

成
り
行
き
と
言
え
よ
う
。
前

に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
こ
の
訳
語
は
ま
た
江
戸
中

期
以
降
日
本

に
お
け
る
経
世
実
学

の
発
展

で
、
「経
済
」
が
ま
す
ま
す

「国
家

の
経
済
と
人
民
の
生
活
」
と
い
う
意
味
合
い
を
深
め
て
い
っ
た
こ
と
に
直
結
し

て
い
る
。

国
08

0
日
図
が

日
本

で
初

め
て

「経
済
」
と
翻
訳
さ
れ
た

の
は
文
久

二
年
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(
一
八
六
二
)
に
出
版

さ
れ
た

『英
和
対
訳

袖
珍
辞
典
』

で
あ

る
。
こ
の
辞
書

は
、
初

め
て

Φo
o
コ
o
ヨ
韓

を

「
経
済

学

者
」

に
、
℃
o
洋
δ
巴

国
8
⇒
○
目
く
を

「経
済
学
」
に
訳
し
て
い
る
。
同
じ
年
、
啓
蒙
学
者
西
周

(
一
八
二
九
-

一
八
九

七
)
が
オ
ラ
ン
ダ
留
学
直
前

に
松
岡
鱗
次

郎

に
寄

せ
た
手
紙

の
中

で

「経
済

学
」
と
い
う
言
葉
を
使

い
、
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

小
生
頃
来
西
洋
之
性
理
之
学
、
又
経
済
学
杯
之

一
端
を
窺
候
処
、
実

二
可

　
あ
　

驚
公
平
大
之
論

二
而
、

手
紙

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
見
る
と
、

こ
こ
に
挙
げ
た

「経
済
学
」

は
古
代

漢
語

の
伝
統
的
な
意
味

の

「
経
邦
済
世
之
学
」
と

い
う

よ
り
、
寧
ろ

「性
理

　め
　

の
学
」
と
並
列
す
る
西
洋
学
問
の

一
種
で
あ

る
。
し
か
し
、
手
紙

の
中

に
は
詳

し
く
議
論
を
展
開
し
て
い
な
か

っ
た
。

文
久
三
年

(
一
八
六
三
)、
西
周
は
津
田
真
道
と

一
緒

に
オ
ラ
ソ
ダ

に
留
学

し
、
法
学
博
士
シ
モ
ン

・
フ
ィ
ッ
セ
リ
ソ
グ
に
師
事
し
た
。

フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ

博
士
は
授
業
内
容
を
文
書

に
書

い
て
、

二
人
に
示
し
た
。
文
書

の
中
に
は

「政

事
学
」
を
五

つ
の
科
目
に
分
け
て
、
コ

曰
く
性
法
之
学
、

二
曰
く
万
国
公
法

　
　
　

之
学
、
三
曰
く
国
法
之
学
、
四
曰
く
制
産

之
学
、
五
日
く
政
表
之
学
」
と
い
う
。

こ
の
五
科
目
の
今
日
の
訳
名
は
自
然
法
、
国
際
公
法
、
国
法
学
、
経
済
学
と
統

計
学

で
あ

る
。
西
周
は

ω
β
鉾
ωげ
三
ωげ
〇
二
α
犀
§

住
①
(
国
家
財
政
学
)
を

「制
産

　
お
　

学
」
と
対
訳
し
、
「制
産
学
は
、
富
国
安
民

の
術
な
り
」
と
解
釈
し

て
い
る
。

し
か
し
、
「記

五
科
授
業
之
略
」
の
訂
正
本

『五
科

口
訣
紀
略
』

に
お
い
て
、

西
周
は
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
文
書
の
中

に
示
し
た
五
科
目
を

「
一
曰
く
性
法
学
、

　の
　

二
日
く
万
国
公
法
学
、
三
曰
く
国
法
学
、
四
曰
く
経
済
学
、
五
日
く
政
表
学
」

と
翻
訳
し
て
い
る
。
当
時
、
西
周
は

「制
産
学
」
と

「経
済
学
」
と
い
う

二
つ

の
訳
語

の
間
で
ど
ち
ら
に
決
め
る
か
躊
躇
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。

少
し
遅
れ
て
、
在
日
の
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師

ヘ
ボ
ン

(旨

○

寓
Φ℃び
霞
昌

一

八
一
五
-

一
九

=

)
は
慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)
に
編
纂
し
た

『和
英
語
林
集

成
』
と

い
う

辞
書

の
中

で
、
℃
o
蓐
ぱ
巴

国
o
o
昌
○
ヨ
楼
の
国
08

0ヨ
く
を

「経

済
」
と
対
訳
し
た
。

千
種
義
人
に
よ
れ
ぽ
、
西
洋

の
経
済
学
を
日
本
に
紹
介
し
た
最
初

の
書
物
は

　　
　

神
田
孝
平

(
一
八
三
〇
ー

一
八
九
八
)
の

『経
済

小
学
』
で
あ
る
。
幕
府

の
蕃

書
調
所
や
開
成
所

の
教
授
で
あ

っ
た
神
田
は
、
明
治
初
期

に

『経
世
余
論
』
を

著
し
、
「
経
世
済
民
」
と
い
う
伝
統
名
目
の
も
と
で
殖
産
、
貿
易
な
ど

の
問
題

を
論
じ
て
お
り
、

一
八
六
七
年

に
イ
ギ
リ
ス
人

ウ
ィ
リ
ア
ム

・
エ
リ
ス

(芝
.

　れ
　

国
旨
ω
)

の

O
ミ
ミ
ミ
8

9

の
◎
鼠
ミ

粤

o
ミ
o
§

を

邦

訳

し

た

。

エ
リ

ス

の
原

本

は

一
八
五
七
年

に
オ
ラ
ン
ダ

の
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
に
よ

っ
て
蘭
文
に
翻
訳
さ
れ
た
。

そ
の
蘭
訳

の
タ
イ
ト
ル
は

の
ミ
勸
冴
譜
ミ
客
ミ
§
ミ
§
§

で
あ
る
。
神

田
は
そ
の
オ

ラ
ン
ダ
訳
か
ら
日
本
語
に
重
訳
し
て
、

こ
れ
を

『経
済
小
学
』
と
名
づ
け
て
出

版

し
た

の
で
あ

る
。
タ
イ
ト

ル
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
神

田
は
ω
o
o
芭

国
0
8
0
ヨ
く
の
蘭

訳

で
あ

る
ω
寅
讐
ωげ
巳
ωげ
〇
二
爵

巷
住
Φ
(国
家

財
政

学
)
を

「経
済
」
と
訳
し
た
の
で
あ
る
。

『経
済
小
学
』

の
序
文

の
中

に
お
い
て
、
神
田
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は
、
西
洋
の
教
育
は

「教
科
、
政
科
、
理
科
、
医
科
、
文
科
の
五
科
」
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
政
科
は

「
民
法
、
商
法
、
刑
法

、
国
法
、
万
国
公
法
、
会
計
学
、
経

済
学
」

の
七

つ
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
七
番

目
が

「経
済
学
」

で
あ
る
と
紹
介
し

て
い
る
。
こ
の
書
は

一
八
六
八
年

に

『
西
洋
経
済
小
学
』
と
書
名
が
変
更
、
再

出
版
さ
れ
、
西
洋

の
術
語
を
対
訳
す
る
漢
語
も
多
く
創
製
さ
れ
た
。
例
え
ば

「
求
取

(現
行
の
訳
は
需
要
。
以
下
の
括
弧
内

は
現
行
の
訳
)、
金
館

(銀
行
)、
工

人

ま
た

は
雇

作

(労
働
者
)、
財
主

(資
本
家
)
、
作
業

(労
働
)
、
相
迫

(競

争
)
、
品
位

(価
格
)、
利
分

(利
潤
)」
な
ど
が
そ
れ
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん

一
番

重
要
な
の
は

「経
済
」
で
あ
る
。
当
書
に
は
ま
た

「経
済
的
学
」
と
い
う
言
葉

も
あ

っ
た
。
こ
れ
は

「経
済
学
」
と
い
う
科
目
名
に
近

い
。

『経
済
小
学
』
は
漢
字
文
化
圏

の
中
で
比
較
的
早
く
新
し
い
意
義

の

「
経
済
」

で
タ
イ
ト
ル
に
し
た
本

で
、
国
0
8
0
ヨ
《
を

「経
済
」
と
対
訳
す
る
先
駆
的
な

書
物

で
あ
る
。

明
治
初
年

に
は
、
「経
済
」
で
命
名
す
る
著
書
と
訳
書
が
す
こ
ぶ
る
多
か

っ

た
。
例
を
あ
げ
る
と
、
次

の
と
お
り
で
あ

る
。

『経
済
原
論
』
、
箕
作
麟
祥
、
緒
方
儀

一
訳
、
明
治

二
年

(
一
八
六
九
)
出
版
。

『経
済
説
略
』
(英
語
版
)
、
明
治

二
年

(
一
八
六
九
)
出
版
。

『経
済
堯
言
』、
長
江
受
益
著
、
明
治
五
年

(
一
八
七
二
)
出
版
。

『経
済
便
蒙
』、
何
礼
之
訳
、
明
治
五
年

(
一
八
七
二
)
出
版
。

『経
済
新
説
』、
室
田
充
美
訳
、
明
治
六
年

(
一
八
七
三
)
出
版
。

『泰
西
経
済
新
論
』
、
高
橋
達
郎
訳
、
明
治
七
年

(
一
八
七
四
)
出
版
。

『百
科
全
書

経
済
論
』、
堀
越
愛
国
訳
、
明
治
七
年

(
一
八
七
四
)
出
版
。

『経
済
要
旨
」、
西
村
茂
樹
訳
、
明
治
七
年

(
一
八
七
四
)
出
版
。

『経
済
学
講
義
』
、
大
森
鐘

一
訳
、
明
治
九
年

(
一
八
七
六
)
出
版
。

前
述
し
た
、
「制
産
学
」
と

「経
済
学
」

の
間
で
迷

っ
て
い
た
西
周
は
、
明

治

一
〇
年

(
一
八
七
七
)
前
後

に
正
式

に

「経
済
学
」
を
使
う
よ
う

に
な

っ
た
。

今
日
の
意
味
で
の

「経
済
」
及
び

「経
済
学
」
が
広
く
日
本
に
伝
わ

っ
て
い

っ
た
の
は
、
ま
た
福
沢
諭
吉

の
訳
述

と
関
連
が
あ

る
。
文
久

二
年

(
一
八
六

二
)
、
福
沢
が
渡
欧
し
、

一
八
五
二
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

で
出
版
さ
れ
た
チ

ェ
ソ
バ

ー
ズ

の

凄

Nミ

ら
ミ

肉
ら
o
§
o
謹

%
誉

丶

8

恥

帖§

⑦
ら
壽
8

登

◎
ミ
駄

誉

丶

　
お
　

ミ

ミ
尉

ミ
無
ミ
ミ
§

を
購
入
し
た
。
慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)、
福
沢
は
こ
の

本
を

『経
済
書
』
と
邦
訳
し
、
後

の

『
西
洋
事
情
』
外
編
巻
之

一
-
三
に
収
め

　
お
　

た
。

『
経

済

書

』

の

「
経

済

の
総

論

」

に
お

い

て
、

福

沢

は

勺
o
一三

〇
巴

国
o
o
昌
・

0
8
団
を

「
経

済

」

と

訳

し

た

り

、

「
経

済

の
学

」

と

言

っ
た

り

、

「
経

済

学

」

と
呼

ん

だ

り

し

て

い
た

。

そ

し

て

「
経

済

学

」

を

次

の
よ

う

に
定

義

し

て

い

る
。

経
済
学

の
旨
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
人
間
衣
食
住

の
需
要
を
給
し
、
財
を

増
し
、
富
を
致
し
、
人
を
し
て
歓
楽
を
享
け
し
む
る
に
在
り
。
往
古

の
碩

　
ゆ
　

学
、
始
め
て
経
済

の
こ
と
に
付
、
書
を
著
し
、
之
を
富
国
論
と
名
づ
け
り
。

　
お
　

福
沢
は
ま
た
総
論

の
中
で
、
経
済
学
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の

「家
法
」
か
ら
国

　お
　

家
や
国
民
の
生
計
に
関
す
る
学
問

に
変
化
し
て
き
た
歴
史
を
遡

っ
て
い
る
。

ス
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コ
ッ

ト

ラ

ン
ド

の
経

済

学

者

J

・
R

・

マ
カ

ロ

ッ
ク

の
論

述

を

引

用

し

、

一
種

　
　
　

の

「
学

文

」

と

し

て
、

「
経

済

と

は
、

物

を

産

し

、

物

を

製

し

、

物

を

積

み
、

　
　
　

物
を
散
じ
、
物
を
費
す
に
、
そ
の
紀
律
を
設

る
所
以

の
学
文
に
て
」
と
指
摘
し

て
い
る
。
福
沢
は
ま
た
未
定
稿

『経
済
全
書

』
巻

の

一
の
総
論
に
お
い
て
、
経

済
学

の
下
位
科
目
を
、
第

一
制
産
、
第

二
交
易
、
第

三
配
分
、
第

四
消
耗

の

　　
　

四
つ
に
分
け
た
。

こ
れ
は
、
「
経
済
」
四
分

説
、
即
ち
生
産
、
交
換
、
分
配
、

消
費

の
ま
と
ま

っ
た
記
述
で
あ

る
。

こ
れ
と
類
似

し
て
、
中
江
兆
民

(
一
八
四
七
ー

一
九
〇

一
)
が

一
八
九

二
年

に
書

い
た

『
四
民
の
目
ざ
ま
し
』
の
中
に
も

「生
産
、
分
配
、
消
費
」
と
い
う

経
済

の
三
分
説
が
あ
る
。

福
沢
も
中
江
も
ジ

ェ
イ
ム
ズ

・
ミ
ル
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

経
済
学
者

の
経
済
四
分
説
あ
る
い
は
三
分
説
を
伝
達
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

今
日
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
術
語

「経
済

」
に
含
ま
れ
た

「国
民
生
産
、
分
配
、

交
換
、
消
費

の
総
和
」
と
い
う
意
味
は
、

ミ
ル
の
論
説

に
源
が
あ
り
、
日
本

の

訳
書

の
仲
介
に
よ

っ
て
、
次
第

に
漢
字
文

化
圏
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
「経
済
」
と
い
う
言
葉

の
中

に
国

民
生
産
、
消
費
、
流
通
な
ど

の
新

し
い
意
味
を
注
ぎ
込
ん
だ

の
で
あ
る
。

『経
済
書
』

の
な
か
で
、
福
沢
は

「経
済

学
」

の
ほ
か
に
も
、
た
び
た
び

「経

済
的
学
」
と
い
う
連
語
を
使

っ
た
。

一
八
六
八
年

に
福
沢
は
、

ア
メ
リ
カ
の
経

済
学
者
ウ

ェ
ー
ラ
ソ
ド

(国
『9
昌
Oδ

芝
餌覧
鋤
づ
α

一
七
九
六
ー

一
八
六
五
)

の

　れ
　

§

鳴
肉
鳶
ミ
§
誘

9

き

鳶
欝
ミ

粤

§
oミ
督

の

一
部
分
を

『経
済
学
要
論
』
と

し
て
邦
訳
し
、
総
論

で
経
済
学

の
意
味
を
検
討
し
て
い
る
。
福
沢

は
こ
こ
で

℃
o
洋
8
巴

国
0
8
0
ヨ
く
を

「経
済
」
と
訳
し
、
ま
た
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い

る
。

経
済
と
は
富
有
の
学
な
り
、
或
は
之
を
富
国
学

の
義
に
用
る
こ
と
あ
れ

ど
も
、
ま
だ
其
学
義
を
尽
く
す
に
足
ら
ず
。
蓋
し
富
有
を
致
す
の
法
は

一

人
に
於
け
る
も
亦

一
国
に
於
け
る
も
其
趣
意
に
異
同
な
け
れ
ぽ
な
り
。

福
沢
の

『
西
洋
事
情
』
及
び
そ
の
外
編
、
二
編
は
幕
末

か
ら
明
治
初
期
に
か

け
て
広
く
読
ま
れ
た
た
め
、
訳
語
の

「経
済
」
と

「経
済
学
」
も
速
や
か
に
世

に
広
ま

っ
た
。
ま
た
福
沢
は

『学
問

の
す

玉
め
』
初
編

(明
治
五
年
刊
行
)、

『啓
蒙
手
習
之
文
』
(明
治
四
年
刊
行
)
な
ど
の
論
著

の
中

に
も

「
経
済
学
」
を

使

い
続
け
、
違
う
側
面
か
ら
こ
の
術
語
を
定
義
づ
け

て
い
た
。

言
及

に
値
す
る
の
は
、
「経
済
」
と
い
う
言
葉

の

「倹
約
」

の
意
味

の
誕
生

で
あ
る
。

一
八
六
二
年
に
出
版
さ
れ
た
堀
達
之
助
編
纂

の

『英
和
対
訳
袖
珍
辞

書
』
で
は
、
国
。
op
o
ヨ
団
の
意
味
を

「家
事

の
法
、
倹
約

の
法
」
と
解
釈
し

て

い
る
。
即
ち
家
計
を

つ
か
さ
ど
る
た
め
の
節
約
方
法

で
あ
る
。
こ
れ
は
よ
り
早

く

「経
済
」

に

「節
約
」
と
い
う
意
味
を
与
え
た
例

で
あ
る
。
こ
の

「倹
約
」

の
意
味
は
、
英
語

国
0
8
0
目
《
の

一
つ
の
意
味
か
ら
来
て
い
る
。

『英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
続

い
て
、
福
沢
は
家
庭

の
経
済
問
題
を
論
じ
、

「経
済
」

の

「倹
約
」

の
意
味
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
普
及
さ
せ
た
。
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著
書

『民
間
経
済
録
』

の
中
で

「
居
家

の
経
済
」
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
本
は

明
治

一
〇
年

(
一
八
七
七
)
に
刊
行
さ
れ
、

一
五
、
六
歳

の
少
年
を
対
象

に
、

経
済
貯
蓄

の
三
大
要
は

「
倹
約

の
こ
と
」
、
「正
直

の
こ
と
」
、
「勉
強

の
こ
と
」

で
あ
る
と
説
教

し
、
二

椀

の
冷
飯
、

一
筋

の
灯
心
、
決
し
て
粗
略

に
し
て
は

い
け
な
い
」
、
浪
費
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
「質
素
倹
約
」
で
細

々

と
財
産
を
積
み
立
て
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
福
沢
は
経
済

の

倹
約
論
者

で
は
な

い
。
彼
は
、
自
由
主
義

経
済
思
想
を
受
け
て
い
る
か
ら
、

「我
輩

の
主
唱
す
る
節
約
論
は
唯
方
今

の
官
途
社
会

に
向

て
勧
告
す
る
の
み
に

し
て
、
爾
余

の
人
民

一
般
に
対
し
て
は
寧

ろ
豪
奢
を
勧

め
ざ
る
を
得
ず
」
、
「人

　
け
　

民

の
豪
奢
は
寧
ろ
之
を
勧
む
可
し
」
と
主

張
す
る
。

つ
ま
り
、
福
沢
は
す
べ
て

の
人

に
対
し
て
勤
倹
論
を
唱
え
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
物
質
商
品
の
生

産
者
は
ひ
た
す
ら
節
約
す
る
の
を
や
め
て
、
も

っ
と
消
費
す
べ
き
だ
が
、
官
僚

や
学
者
な
ど
の
消
費
者
は
倹
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
福

沢
は

一
八
七
〇
年
に
著
し
た

『
西
洋
事
情
』

二
編

の

「収
税
編
」
に
お
い
て
、

貧
民

の
生
活

に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
必
要
品

は
無
税
或
い
は
税
を
き
わ
め
て
軽
く

す
べ
き
で
、
そ
れ
に
対
し
て
奢
侈
に
属
す

る
も

の
は
、
さ
ら

に
そ
の
税
を
重
く

　
ほ
　

し
、
国

の
財
政
収
入
を
増
や
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

明
治

=
二
年

(
一
八
八
○
)
に
、
福
沢

は
ま
た

『民
間
経
済
録
』
二
編
を
著

し
、
「処
世
の
経
済
」
を
説
明
し
、
社
会

の

一
員

に
な
ろ
う
と
す

る

一
八
、
九

歳

の
男
女
に
対
し
て
、
公
共

の
財
を
集
め

て
ま
た
こ
れ
を
消
費
す
る

「
財
物
集

散
」

の
こ
と
を
論
議
し
て
い
る
。
福
沢

に
と

っ
て
、
「経
済

の
要
」
は

「
財
物

の
集
散
」

の
際
に
余

っ
た
も

の
を

「人
間

の
利
益
」
と
し
て
積
ん
で
富
を
な
す

こ
と
で
あ
る
。
福
沢
は
、
「
放
奢
淫
逸
妄
り
に
財
を
費
や
」
す

こ
と
は
、
損
失

ば
か
り
の
散
財
で
あ

る
が
、
「倹
約
の

一
方
に
偏
」

っ
て
、
財
物
を
集

め
る
に

は

「質
素
倹
約
」

の
方
法
し
か
な
い
と
思

っ
て
、
財
物
の
み
を
惜
し
み
、
粗
食

少
食
を
忍
ぶ
こ
と
も
、
真

の
利
益
に
な
ら
な

い
と
指
摘
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

福
沢
は
財
物
を
散
ず

る
こ
と

(即
ち
消
費
)
と
集
め
る
こ
と

(即
ち
収
入
)
が

お
互
い
に
適
当

で
あ
る
こ
と
、
消
費
生
活
と
生
産
活
動
が
バ
ラ
ソ
ス
を
保

っ
て
、

経
済
を
促
進
さ
せ
、
「
人
間

の
利
益
」
を
保
証
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
主
張

し
て
い
る
。
福
沢

の
経
済
思
想

は
、
近
代
西
洋
の

「
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
倫
理
」

に
お
け
る
倹
約
や
勤
労
に
よ
り
富
を
増
殖
さ
せ
る
資
本
主
義
の
精
神
と

一
致
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
自
由
主
義
経
済
論

の
色
彩
も
帯
び
て
い
る
。

福
沢
と
同
時
代

の
学
者

の
中

に
は
、
「経
済
」
を

「勤
倹
節
約
」
と
解
釈
す

る
者
が
多

い
。
例
え
ば
、
岡
田
良

一
郎

(
一
八
三
九
i

一
九

一
五
)
は
明
治

六

　
ゆ
　

年

に

「勤
倹
論
」
を
書

い
て
い
る
。
中
江
兆
民
も

「勤
労
倹
約
」

の
意
味

で

「経
済
」
を
論
じ
て
い
る
。

今
日
の
中
国
語
の
中
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る

「
経
済
」
11
「節
約
」
の
意
味
は
、

「経
済
」
と
い
う
言
葉

の
古
典
的
意
義
で
は
な
い
。
そ
の
源
を
遡
る
と
、
『英
和

対
訳
袖
珍
辞
書
』

の
中

の

「
経
済
」
に
対
す
る
解
釈
、
特
に
福
沢
諭
吉
が
著
し

た

『民
間
経
済
録
』
の
初
編
と
二
編

の
中

で
の

「経
済
」
の

「倹
約
」
の
意
味

に
対
す
る
解
明
ま
で
追
跡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

明
治
年
間
、
現
代
的
意
味
で

「
経
済
」
や

「経
済
学
」
を
使

っ
た
者

に
は
、
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啓
蒙
学
者
津
田
真
道

(
一
八
二
九
-

一
九
〇
三
)
が

い
る
。
彼
は

一
八
六
八
年

に
刊
行
さ
れ
た

『泰
西
国
法
論
』

の
中

に

「経
済

の
学
」
と

い
う
語
を
使
い
、

そ
れ
を

「良
好
な
る
財
利

の
法
」
と
解
釈
す
る
。
福
沢
諭
吉

の
弟
子
、
慶
應
義

塾

の
塾
長
だ

っ
た
小
幡
篤
次
郎
は
、
訳
書

『英
氏
経
済
論
』

に
お
い
て
、
多
く

の
側
面

か
ら

「
経
済
学
」

の
範
囲
を
定

め
て
い
る
。
明
治
六
年

(
一
八
七
三
)、

　れ
　

林
正
明
が

ミ
リ
セ
ソ
ト

・
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
夫
人

(鬘

日
8
暮

Ω
9冥
Φけ
国
四
毛
8
けけ

一
八
四
七
-

一
九
二
九
)
の
小
著

『初
学
者

の
た
め
の
経
済
学
』
を

『経
済
入

門
』
と
訳
し
、

一
八
六
七
年
神
田
孝
平
の
訳
書

『経
済
小
学
』
に
次

い
で
、
再

び

「経
済
学
」
を
書
名

に
入
れ
た
。
明
治

一
〇
年

(
一
八
七
七
)
、
永
田
健
助

が

フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
夫
人
の
同
書
を

『宝
氏

経
済
学
』
と
翻
訳
し
た
。
明
治
年
間

に
名
声
を
博
し
た

『明
六
雑
誌
』
の
中
に
掲
載
さ
れ
た
津

田
真
道
な
ど
の
文
章

で
も
、
度

々
勺
o
洋
貯
巴

国
o
o
p
o
ヨ
閥
を

「
経
済
学
」
と
訳
し
て
い
る
。

明
治
期
に

「
経
済
」
を
タ
イ
ト
ル
と
す

る
新
聞
と
雑
誌
も
登
場
し
た
。
例
・兄

ぽ
、
明
治

=
二
年

(
一
八
八
○
)
に
犬
養
毅

が
三
菱
会
社

の
朝
吹
英
二
の
援
助

の
下
で
創
刊
し
た

『東
洋
経
済
新
報
』
は
、
貿
易
保
護
論
を
鼓
吹
す
る
。
そ
れ

に
対

し
て
、
田
口
卯
吉

(
一
八
五
五
ー

一
九
〇
五
)
が
明
治

一
一
年

(
一
八
七

八
)
に
刊
行
し
た

『自
由
交
易
日
本
経
済

論
』
は
、
日
本
人
が
書

い
た
最
初

の

近
代
的
意
味
で
の
経
済
学
専
門
書

で
、
自
由
主
義
の
経
済
論
で
あ
る
。
田
口
卯

吉
は
ま
た

『東
京
経
済
雑
誌
』
を
創
刊
し
、
経
済
の
自
由
主
義
を
宣
伝
す
る
。

要
す
る
に
、
幕
末
か
ら
明
治

に
か
け
て
、
日
本
人
は
次
第
に
社
会

の
物
質
生

産
、
消
費
、
理
財
及
び
倹
約
、
割
に
合
う
と
い
う
意
味

で
広
く

「経
済
」
と
い

う
言
葉
を
使
う
よ
う
に
な
り
、
こ
の
言
葉
は

「政
治
管
理
」
と

い
う
古
典
的
意

義
か
ら
離
脱
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
明
治
期

の
日
本
は
、
す

で
に
欧
米

の

さ
ま
ざ
ま
な
経
済
学
学
派

の
論
著
が
翻
訳
さ
れ
、
貿
易
保
護
論
も
自
由
主
義

の

経
済
論
も
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

一
八
八
○
年
代
以
降
、
日
本
で
邦
訳
さ
れ
た
り
伝
達
さ
れ
た
り
す
る
西
洋

の

論
著
は
、
「
経
済
学
」
と
題
す
る
も

の
が
多

か
っ
た
。

一
九
〇

二
年

に
、
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
の

『
国
富
論
』
を
宣
伝
す
る
た
め
に
、
梁
啓
超
が

『生
計
学
学
説

　
お
　

沿
革
小
史
』
を
著
し
た
。
厳
復

に
よ

っ
て
翻
訳
さ
れ
た
ス
ミ
ス
の

『
国
富
論
』

は
、
筋
道
が
入
り
組
み
分
か
り
に
く
い
た
め
、
梁
氏
は
日
本
人
が
翻
訳
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
経
済
学

の
書
物
を
参
考

に
し
て
、
総
合
的
な
解
釈
を
試
み
た
。
梁
啓

超

の
主
な
参
考
書
物

は
、
イ

ソ
グ

ラ
ム

(ぎ
ひq
類
ヨ
)
著

・
阿
部
虎
之
助
訳

の

　
お
　

『哲
理
経
済
学
史
』
、

コ
ッ
サ

(い
三
αq
一
〇
〇ω芻
)
著
・阪
谷
芳
郎
重
訳

の

『経
済

む
　

　　

学
史
講
義
』、
井
上
辰
九
郎

の

『経
済
学
史
』
な
ど
が
あ
る
。
以
上

は
明
治
中

　
ゆ
　

期
以
降
、
「経
済
学
」
と
い
う
名
目
で
出
版
さ
れ
た
書
籍

の

一
部
分
で
あ
る
。

ま
と

め
て
言
う
と
、
幕
末

か
ら
明
治

に
か
け

て
、
日
本

は
次
第

に
広

く

国
0
8
0
ヨ
く
を

「経
済
」
と
対
訳
し
、
「経
済
」
と

い
う
言
葉

を
そ
の
古
典
漢

語
の

「経
世
済
民
」
義

か
ら
離
脱
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
漢
字
表
記
が
示
し

う
る
意
味

の
外
に
も
遊
離
さ
せ
た
。
こ
の
翻
訳
語
や
そ
れ
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
経
済
学

の
物
質
化
主
義
傾
向
に
対
し
て
、
日
本
で
も
批
判
は
少
な
く
な
か

　
　
　

っ
た
。
例
え
ぽ
、
経
済
史
学
者
山
崎
益
吉
が

『横
井
小
楠

の
社
会
経
済
思
想
』

の
序
章

に
お
い
て
、
「経
済
は
経
世
済
民
、
経
国
安
民

の
こ
と

で
、
元

々
は
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中国語、 日本 語、西洋語間の相互伝播 と翻訳 のプロセスにおける 「経済」 とい う概 念の変遷

『大
学
』

の
八
条
目
の
治
国
平
天
下
論

で
あ
る
が
…
…
近
代
以
降
、
経
済

の
真

の
意
味
が
忘
れ
ら
れ
、
単
純
に
財
物
や
合
理
性
を
追
求
す
る
よ
う
な
意
味

に
な

り
、
本
来

の
面
目
が
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
」
と
い
っ
た
主
旨
を
述
べ
た
。
山
崎

は
、
明
ら
か
に
翻
訳
語
と
し
て
の

「
経
済
」
に

「
経
世
済
民
」

の
古
典
的
意
義

が
捨
て
ら
れ
た
こ
と
は
、
言
葉
を
歪
め
た
だ
け

で
な
く
、
経
済

の
学
説
が
国
を

治

め
人
民
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
考
慮
す

る
大
義
か
ら
は
ず
れ
、
物
質

の
富
を

追
求
し
そ
の
合
理
性
を
論
証
す
る
道

に
入

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
指
摘
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
近
代
日
本

は
直
ち
に
国
oo
8
日
団
の
邦
訳
語
を

「経
済
学
」
に

統

一
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
例
え
ぽ
、
西
周
は

一
八
六
二
年

の
手
紙
に
お
い
て

「経
済
学
」
と

い
う
言
葉
を
使

っ
て
い
な
が
ら
、

一
八
六
三
年

オ
ラ
ン
ダ
留
学

の
時

で
は
、
交
替

で

「制
産
学
」
と

「経
済
学
」

の
両
方
を
使

っ
た
。
さ
ら
に
、

　　
　

西
は
明
治
三
年

(
一
八
七
〇
)
私
塾
育
英
社

の
講
義

に
お
い
て
、
中
国
の
経
典

『孟
子
』

の

「制
民
之
産
」
と
い
う
言
葉

に
従

っ
て
、
再
び
学
科
名

の

「制
産

学
」
を
解
釈
し
、
国
0
8
0
目
団
を

「経
済
学
」
と
翻
訳
す
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く

な

い
と
し
、
「制
産
学
」
が
も

っ
と
も
古

典
漢
語

の
意
味
と
西
洋
語

の
意
義
と

の
間

の
橋
渡
し
と
な
る
こ
と
が

で
き
る
と

し
て
、
「制
産
学
」
と
訳
す
べ
き
だ

と
主
張
す
る
。
西
は
、
『百
学
連
環
』

の
中

で
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

イ

コ
ノ

、・・
1

な

る

語

は
…

…

人

生

々
活

の
道

を

得

て
富

有

に

至

る

の
意

な

り
。

之

を

唯

イ

コ
ノ

ミ

ー

と

の

み
言

ふ

と

き

は

一
家

の

こ
と

に
あ

た

る

と

雖

も

、

今

ホ

リ

チ

カ

ル
イ

コ
ノ

ミ

ー
と

い

ふ

と

き

は
即

ち

国

家

の
制

産

に
係
は
る
と
こ
ろ
な
り
。
近
来
津
田
氏
世

に
之
を
訳
し
て
経
済
学
と
言

へ

り
。
此
語
は
経
世
済
民
よ
り
採
り
用

へ
た
る
語
に
し
て
、
専
ら
活
計

の
こ

と
を
論
す
る
に
は
適
当
せ
さ
る
に
似
た
り
。
故
に
余
は
孟
子
の
制
民
之
産

　
お
　

の
語

よ

り

採

り

て

、

制

産

学

と

訳

せ
り

。

そ

の
後
、
西
周

は
明
治
七
年

(
一
八
七
四
)
に
刊
行
さ
れ
た

『人
世
三
宝

説
』
に
お
い
て
、
金
銭
や
富
、
貯
蓄
流
通
を
論
じ
る
時
に
は

「経
済
学
」
を
使

っ
た
。
こ
れ
は
肯
定
的
に
国
0
8
0
ヨ
く
の
訳
語
と
し
て
の

「経
済
学
」
を
認
め

る
証
拠
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
文
章

の
中
に
、
ま
た

「
弥
爾
氏

の
利
学
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
西
周
は
イ
ギ
リ
ス
学
者

]≦
皀

の
経
済
学
を

「
利
学
」
と
読
ん
で
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

一
八
七
〇
年
代
ま

で
、
西
周
が
ず

っ

と
訳
語
と
し
て

「
経
済
学
」
、
「制
産
学
」
と

「利
学
」
な
ど
の
言
葉

の
間
で
躊

躇

し

て
い
た
こ
と
が
窺

え

る
だ

ろ
う
。
西
周

に
と

っ
て
、
「
経
済

学
」
は

勺
o
洋
ぱ
巴

国
0
8
0
目
く
の
理
想
的
な
翻
訳
語
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

福
沢
は

「経
済
学
」
と
い
う
翻
訳
語
の
創
始
者
と
使
用
者

で
あ
る
。
前
述
し

た
よ
う

に
、
福
沢

は
早
く
も

一
八
六
七
年

の

『経
済
書
』

に
お
い
て
勺
o
洋
幣

o
巴

国
o
o
づ
o
日
矯
を

「経
済
学
」
と
対
訳
し
て
い
た
。
そ
し

て

一
八
六
八
年

に

は
、
ま
た
自
分
で
創
立
し
た
慶
應
義
塾

(現
在
の
慶
應
義
塾
大
学
)
に
て
ア
メ

　
お
　

リ
カ
人
ウ

ェ
ー
ラ
ン
ド
の

§

Q
肉
隷
ミ
§
融

黛

き

ミ
母
ミ

卑

§
o
ミ
督
を

『経

済
学
要
論
』
と
翻
訳
し
て
、
教
材
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
新
し

い
術
語

「経
済
」
、
「
経
済
学
」

の
創
出
者

で
あ

る
福

沢
は
、
ま

た
度

々

「
理
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財

」
、

「
理

財

略

」
、

「
理
財

方

略

」
、

「
理

財

法

」
、

「
理

財

の
法

」

な

ど

の
言

葉

を

　　
　

使

っ
て
、
生
計
活
動
及
び
そ
の
関
連

の
学
説
を
指
し
て
い
る
。
そ
の

「
理
財
」

の
言
葉

は
、
『易
経

・
系
辞
下
』
の

「
理
財
正
辞
」
か
ら
採

っ
て
い
て
、
富
や

財
産
に
対
す
る
有
効
的
な
運
用
を
意
味
し
て
い
る
。
近
代
日
本

の
学
者

の
中
に

は
、
「理
財
」
を
著
作

の
タ
イ
ト
ル
に
す
る
者
が
少
な
く
な
か

っ
た
。
例
え
ば
、

　
あ
　

中
村
正
直
が
安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
に

「論
理
財
」

の
文
章
を
書

い
て
い
る
。

お
そ
ら
く
福
沢

の
意
図
に
よ
る
の
だ
ろ
う
が
、
慶
應
義
塾

で
は

「
理
財
科
」

が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
明
治

二
三
年

(
一
八
九
〇
)、
そ
の
文
学
、
理
財
と
法

律

の
三
学
科
は
大
学
部
に
統
合
さ
れ
、
慶
應
義
塾
大
学

の
基
礎
と
な

っ
た
。
し

か
し
、
慶
應
義
塾
大
学

の
経
済
学
部
は

一
九
三
〇
年
代

に
な

っ
て
も
ま
だ

「理

財
学
部
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。

日
本
最
初

の
国
立
大
学

で
あ
る
東
京
大
学

の
状

況
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
経
済
学
部

の
前
身
は
文
学
部

の
理
財
学
科
で
、

大
正
九
年

(
一
九
二
〇
)
に

「
大
学
令
」
が
発
布
さ
れ
て
初
め
て
、
「
理
財
科
」

が

「経
済
学
部
」
に
取

っ
て
代
わ

っ
て
い
る
。

そ

の
ほ
か
に
、
大
蔵
省
記
録
局
が
明
治

=

年

(
一
八
七
八
)
に
編
纂

し
た

紙
幅

の
お
び

た
だ
し
い
政
令
法
規
集

『徳

川
理
財
会
要
』
で
は
、
「理
財
」
と

　
　
　

い
う
言
葉
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
井
上
哲

次
郎

(
一
八
五
五
-

一
九
四
四
)
ら

が

一
九

一
二
年
に
編
纂

し
た

『哲
学
字
彙
』
第

三
版

の
中

で
は
、
依
然
と
し
て

勺
o
一三
〇
巴

国
o
o
⇒
o
巳
剰
を

「経
済
学
」、
「
理
財
学
」
と
翻
訳
し
、
注

の
中

に
漢

籍

の
言
葉

「文
中
子
云
、
是
其
宗
侍
、
七
世
矣
。
皆
有
経
済
之
道
。
易
系
辞
云
、

理
財
正
辞
」
を
引
用
し
て
い
る
。
現
代

に
至

っ
て
も
、
日
本

の
辞
書

で
は
ま
だ

国
oo
昌
o
日
く
の
多
種
な
中
国
語
訳
名

を
論
じ

て
い
る
。
例
え
ば
、
『広
辞
苑
』

　
げ
　

第

五
版
で
は
、
「経
済
学
」
は

勺
o
一一菖
o
巴
国
o
o
づ
oヨ
く
及
び

国
o
o
p
o
ヨ
一〇
ω
の
訳

語
で
あ
る
と
示
さ
れ
、
そ
の
定
義
は

「経
済
現
象
を
研
究
す
る
学
問
で
、
旧
称

は
理
財
学
で
あ
る
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら

「理
財
学
」

は
、
過
渡
的

な
訳
語
と
し
て
、
長

い
間
日
本
で
使
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
近
年
出
版
さ
れ
た

辞
書
に
お
い
て
も
経
済
学
は

「
理
財
学
」
で
あ

っ
た
と
明
記
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な

ら
な
い
事
情
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。

上
述
か
ら
、
「経
済
」
と
意
味
が
近

い
言
葉
、
例
え
ぽ

「
制
産
学
、
利
学
、

富
国
学
、
理
財
学
」
な
ど
は
、
長
期
に
わ
た

っ
て
日
本

で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と

や
、
経
済
、
経
済
学
が
標
準

の
術
語
に
な
る
ま
で
に
は
、
日
本
で
も
短
く
な

い

期
間

(
一
八
六
〇
年
代
初
期
か
ら
九
〇
年
代
末
ま
で
)
を
要
し
た
こ
と
が
分
か
る

だ
ろ
う
。

五

国
o
o
ロ
o
日
《
の
日
本
語
訳

で
あ

る

「
経
済
」

は
、
清
末

の
中

国
学
者

か
ら
あ

ま
り
認

め
ら

れ
ず
、
「
富

国
策

、
富

国
学
、

計
学
、
生
計
学
、
平
準
学
、
理
財
学
、
財
学

、
資
生
学
、
軽

重
学
」
な
ど
と
対

訳
さ
れ
た

幕
末
か
ら
明
治

に
か
け
て
の
日
本
で
国
oo
昌
o
目
鴇
の
訳
語
が
多
く
生
ま
れ
た

こ
と
と
同
様

に
、
清
末

の
中
国
で
も
、
国
o
o
⇒
o
ヨ
図
に
対
す
る
翻
訳

の
試
み
が

多
く
行
わ
れ
た
。
し
か
も
、
日
本
語
訳
よ
り
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
統

一
し
た
訳
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中国語、 日本語、西洋語 間の相 互伝播 と翻訳の プロセ スにお ける 「経済」 とい う概念の変遷

語
が
な
か
っ
た
。

南
o
o
昌
oヨ
《
の
最
初

の
中
国
語
訳
は
、
京
師
同
文
館
が

一
八
六
〇
年
代
末
に

設
立
し
た
経
済
学

の
科
目
名
で
あ
る
。
講
座
担
当
者

の
ア
メ
リ
カ
人
プ

ロ
テ
ス

　　
　

タ

ン
ト

宣

教

師

の

マ
ー

チ

ン
は

、

科

目

名

を

「
富

国

策

」

と

定

め
、

イ

ギ

リ

ス

　
　
　

人

フ

ォ

ー

セ

ッ
ト

(
出
①
霞

く

閏
o
毛
o
Φ
#

一
八
三

三
-

一
八

八
四
)
が

一
八

六

三

　
　
　

年
に
出
版
し
た

『経
済
学
教
本
』
(§

§
§

N
黛

ぎ
Nミ
らミ

卑
§
。
§
、)
を
教
材

に
使

っ
た
。

こ
の
本
は
後

に
同
文
館

の
副
教
習
汪
鳳
藻
に
よ
り
中
国
語

に
翻
訳

さ
れ
、

マ
ー
チ
ン
の
監
修
で

『富
国
策
』

と
い
う
書
名
で

一
八
八
二
年

に
同
文

館

に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

　ぬ
　

一
八

八

五

年

に
、

イ

ギ

リ

ス

人

の

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト
宣

教

師

フ

ラ

イ

ヤ

ー

(甘

ぎ

国
亳

霞

一
八

三

九

-

一
九

二

八
)

が

チ

ェ

ン

バ

ー

ズ

兄

弟

(朝

≡
賦
ヨ

9。
昌
α
閑
。
げ
Φ
誹

0
冨

ヨ
げ
臼
ω

銭
伯

斯
兄

弟
)

の
自

由

主

義

経

済

の
著

作

書

丶ミ
ら
ミ

　り
　

肉
ら§

o§

、を
翻
訳
し
、
書
名
を

『佐
治

言
』
と
定
め
た
。
「佐
治
」
の
意
味
は

「経
国
済
世
」
と
同
じ
で
あ
る
。
訳
書

の
中

に
、
「経
済
学
」
は

「
佐
治
之
学
」
、

「理
財
之
律
学
」
と
表
述
さ
れ
、
「伊
哥
梛

米
」
と
も
音
訳
さ
れ

て
い
る
。

一
八
八
六
年
、
中
国
に
来
た
イ
ギ
リ
ス
人
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師

エ
ド
キ

　お
　

　
　
　

ン
ズ

は

、

イ

ギ

リ

ス
人

ジ

ェ
パ

ソ

ス

(鬢

.
ω
」

Φ
<
8

ω

一
八

三
五
-

一
八
八

二
)

　あ
　

が

一
八
七
八
年
に
刊
行
し
た

§

鳴
搴

S
建

駄

凄

ミ
母
ミ

粤

§
◎§

、の
第
二

版
を
中
国
語
に
翻
訳
し
た
。
訳
文
は
最
初

に

『富
国
養
民
策
』

の
タ
イ
ト
ル
で

『万
国
公
報
』
に
連
載
さ
れ
、
後

に
単
行

本
と
し
て
税
関
総
財
務
司
に
よ
り
出

版
さ
れ
た
。
こ
の
本

の
中

で
は
、
「経
済

学
」
は

「富
国
養
民
学
」
と
翻
訳

さ

れ
、
意
味
は

「富
国
策
」

に
近
い
。

陳
熾

(?
1

一
八
九
九
)
は

一
八
九
六
年

に

『続
富

国
策
』
を
著
し
、
イ
ギ

　
　
　

リ
ス
古
典
経
済
学
者
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
の

『国
富
論
』
を
受
け
継

い
だ
論
著
と

公
言
す
る
。
当
時

の
人

々
は

『国
富
論
』
を

『富
国
策
』
と
誤

っ
て
伝
え
て
い

た
か
ら
、
陳
熾

は
ア
ダ

ム

・
ス
ミ
ス
を
追
跡
し
よ
う
と
す
る
自
分

の
論
著
を

『続
富
国
策
』
と
命
名
し
、
こ
の
本

の
目
的
は

「踵
英
而
起

(英
国
の
後
に
つ
い

て
立
ち
上
が

っ
た
も
の
)」

で
あ

っ
て
、
中
国
を
豊
か
な
国
に
す
る
よ
う
に
促
進

す
る
こ
と
に
あ
る
と
宣
揚
す
る
。

日
清
戦
争
前
後
、
中
国
の
学
者
は

「富
国
策
」
、
「計
学
」
、
「
平
準
学
」
、
「理

財
学
」
、
「資

生
学
」
、
「軽
重

学
」
、
「
生
計

学
」
、
「
財
学
」
な
ど

の
名

称

で

国
o
o旨
o
ヨ
く
と

国
0
8
0
目
け
ω
を
翻
訳
し
た
。
清
末

の
全
国

の
教
育
を
管
理
す

る
中
央
官
署

・
学
部
は
審
査

に
よ
り
、
国
o
o昌
o
巨

oω
の
中

国
語
訳
を

「
富
国

学
」
と
定
め
た
。

梁
啓
超

(
一
八
七
三
-

一
九
二
九
)
は

一
八
九

六
年

よ
り

「
理
財
、
節
倹
、

合
算
」
と

い
う
意
味
で
の

「
経
済
」
と
い
う
言
葉
と

「
経
済
学
」
と
い
う
学
科

名
を
紹
介
し
始

め
る
。
梁
は
そ
の
年
に
刊
行
し
た

『時
務
報
』
第
14
号
の
文
章

中
で

「
日
本
自
維
新

三
十
年
来
、
広
求
知
識
於
寰
宇
、
其
所
著
有
用
之
書
不
下

　
　
　

数
千
種
、
而
尤
詳
於
政
治
学
、
資
生
学

(即
理
財
学
、
日
本
謂
之
経
済
学
)」
と

述
べ
て
い
る
。
翌
年
、
梁
啓
超
は

『変
法
通
議

・
論
訳
書
』
を
著
し
、
「富

国

学
之
書
」
と
い
う
名
詞

の
下
に

「
日
本
名
為
経
済
書

(
日
本
で
は
経
済
書
と
呼

ん
で
い
る
)」
と
注
釈
を
加
え
た
。
日
本
に
亡
命
す
る
前
ま
で
の
梁

は

「資
生
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学
、
理
財
学
、
経
済
学
」
を
併
用
し
て
い
る
が
、
「資
生
学
、
理
財
学
」
を
主

な
言
葉
と
し
て
、
「
経
済
学
」
を
補
助
的
な
解
釈
名
詞
と
し
て
使

っ
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。

一
九
世
紀
の
末
期
ま
で
、
中
国
人
知
識
人
は
よ
く

「経
世
済
民
」

の
意
味
で

「
経
済
」
と
い
う
語
を
使

っ
て
い
た
。
新
語
を
使
う

の
が
好
き
な
康
有
為

で
さ

え
も
同
様

で
あ

る
。
例
え
ば
、
康
有
為

の

『
日
本
書

目
誌
』
第

五
巻

「政
治

門
」

の
中
に
、
「凡
六
経
皆
経
済
之
書

(
一
般
に
六
経
は
み
ん
な
経
済
に
つ
い
て

の
本
で
あ
る
)」

の
議
論
が
あ
る
。
ま
た
、

一
八
九
八
年

の
戊
戌
変
法
期
間
中
、

康
有
為
は
北
京

で

「経
済
学
会
」
を
設
立

し
た
。
こ
の
二
箇
所

の

「
経
済
」
は
、

依
然
と
し
て

「経
世
済
民
」

の
古
典
的
意
義
を
取

っ
て
い
る
。

割
合
に
早
く
肯
定
的
に
日
本
語
訳

の

「
経
済
」
を
使

っ
た
の
は
、
日
本
亡
命

後

の
梁
啓
超

で
あ
る
。
梁
は

一
八
九
九
年

に
日
本
で

「
論
近
世
国
民
競
争
之
大

勢
及
中
国
之
前
途
」

の
論
文
を
著
し
、
「故
其
之
争
也
、
…
…
非
属
於
政
治
之

事
、
而
属
於
経
済
之
事

(故
に
、
其

の
競
争

は
、
…
…
政
治
の
事
に
非
ず
、
経
済

の
事
な
り
)」
と
論
じ
、
「経
済
」
を

「政

治
」
と
対
照
さ

せ
た
。
こ
こ

で
の

「経
済
」
は
も
う

「経
邦
済
国
」
の
意
味
で
な
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し

て
、
梁
は

「用
日
本
名
、
今
訳
之
為
資
生

(日
本
名
を
使
用
し
て
い
る
が
、
現
在

こ
れ
を
資
生
と
訳
す
)」
と
解
釈
し
た
。
そ

の
頃

の
梁

は
日
本
人
が
翻
訳
し
た

国
o
o
づ
o
ヨ
く
の
訳
語

「経
済
」
を
受
け
入
れ
始
め
て
は
い
た
が
、
完
全

に
は
認

め
て
い
な
い
よ
う
だ
。
梁
は
、
や
は
り

「
資
生
」
の
言
葉
を
推
奨
し
て
い
る
。

一
九
〇
〇
年
に
、
梁
は

『中
国
之
社
会
主
義
』
の
中
で
日
本
人
が
邦
訳
し
た

マ

　が
　

ル
ク
ス
の
言
論
を
引
用
し
て
い
る
。

麦
喀
士
日
"
現
今
之
経
済
社
会
、
実
少
数
人
掠
奪
多
数
人
之
土
地
而
組
成

　
　
　

之
者
也
。

こ
れ
は
新
し
い
意
義
で

「経
済
」
を
使
用
し
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
梁

は

一
九
〇

二
年

二
月

に
発
表

し
た

「新
民
説

・
論
進
歩
」

に
お

い
て
、

ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
が
近
代
の
新
し
い
経
済
学
説
を
創
始
し
た
こ
と
に
言
及
し
た
。
梁

曰
く

「斯
密
破
壊
旧
生
計
学
、
而
新
生
計
学
乃
興

(
ア
ダ
ム
・
ス
、・・
ス
は
古
い

生
計
学
を
破
壊
し
て
は
じ
め
て
新
し
い
計
学
が
生
ま
れ
た
)」。

こ
こ
で
は

「生
計

学
」
が
使
わ
れ
、
「経
済
学
」

の
訳
語
が
回
避
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
梁

啓
超
が
日
本
亡
命
後
、
日
本
語
訳

の

「
経
済
」
と
自
分
の
訳
語

「
生
計
」
と
の

間
で
躊
躇
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

厳
復

(
一
八
五
四
-

一
九
二

一
)
は
、
日
本
語
訳
の

「
経
済
」
と

い
う
言
葉

に
対
し
て
、
よ
り
は

っ
き
り
と
し
た
拒
否
態
度
を
示
し
て
い
た
。
厳
は
、

一
九

〇

一
年

に
ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
の

『国
富
論
』
を
翻
訳
し
、
訳
書
名
を

『原
富
』

と
定

め
た
。
厳

は
ま

た

『訳
事
例
言
』
を
著
し
、
日
本

人
が

国
o
o
P
o
目
《
を

「経
済
」
と
訳
す
る
こ
と
に
批
判
を
加
え
、
「
計
学
」
と
翻
訳
す
べ
き
だ
と
主
張

し
、
そ
し
て
次

の
よ
う
に
理
由
を
述
べ
た
。

計
学
、
西
名
葉
科
諾
密
、
本
希
謄
語
。
葉
科
、
此
言
家
。
諾
密
、
為
覈

178



中国語、 日本語 、西洋語 間の相互伝播 と翻訳 のプ ロセスにおけ る 「経済」 とい う概 念の変遷

摩
之
転
、
此
言
治
。
言
計
、
則
其
義

始
於
治
家
、
引
而
申
之
、
為
凡
料
量

経
紀
樽
節
出
納
之
事
、
拡
而
充
之
、
為
邦
国
天
下
生
食
為
用
之
経
。
蓋
其

訓
之
所
苞
至
衆
、
故
日
本
訳
之
以
経
済
、
中
国
訳
之
以
理
財
。
…
…
経
済

既
嫌
太
廓
、
理
財
又
為
過
狭
。
自
我

作
故
、
乃
以
計
学
当
之
。
…
…
故

《原
富
》
者
、
計
学
之
書
也
。

　
　
　

厳
は
ま
た

一
九
〇
二
年
に
梁
啓
超
と
の
文
通

「与
新
民
叢
報
所
訳
原
富
書
」

の
な
か
に
お
い
て
、
「
計
学
」
と

い
う
言
葉

の
出
所

に
触
れ
て
い
る
。

再
者
計
学
之
名
、
乃
従

国
08

0
巨

oω
字
祖
義
着
想
、
…
…
又
見
中

国

古
有
計
相
、
計
偕
、
以
及
通
行
之
国
計
、
家
計
、
生
計
諸
名
詞
。
窃
以
謂

欲
立

一
名
、
其
深
闊
与
原
名
相
副
者
、
舎
計
莫
従
。

こ
こ
か
ら
、
厳
が

「計
学
」
と
い
う
言
葉
を
作

っ
た
こ
と
、
そ

の
た
め
頗
る

知
恵
を
絞

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。
厳

は
、
「計
学
」
は

「
計
」
と

い
う

漢
語

の
古
典
的
意
義
に
相
応

し
く
、
英
語

の
①o
o
昌
○
日
8
ω
の

「祖
義
」
に
合

う
と
思

っ
て
、
自
信
満

々
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
、
厳
復
は
漢
語
と
英
語
と
の
対

訳
の
原
則
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
漢
語

と
英
語

の
伝
統
的
意
義

(祖
義
)
を

と
も
に
配
慮
し
、
で
き
る
だ
け
両
方

に
通
じ
る
漢
語
を
訳
語
と
し
て
選
択
し
、

新
し
い
名
詞
を
本
来

の
意
味
と

一
致
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
種
類

の
言
語

の
通
訳
を
成
り
立
た
せ
る
。
厳
復

の

「
計
学
」
と
い
う
訳
語
は
後
世
に
ま
で
伝

わ
る
こ
と
が
な
い
が
、
彼
が
指
摘
し
た
翻
訳
の
原
則
は
正
し
い
も
の
で
あ
る
。

百
年

た
っ
た
今

で
も
、
依
然
と
し
て
人
を
承
服
さ
せ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
先
哲

の
至
言
で
あ

っ
て
、
決
し
て
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
同
じ
時
期
、
陳
昌
緒
も

「計
学
」
を
採
用
し
、
自
分

の
著
作
を

『計
学
平
議
』
と
命
名
し
た
。

梁
啓
超
は
基
本
的
に
厳
復

の

「計
学
」

の
訳
語
に
賛
成
し
て
い
た
。
梁
が

一

九
〇
二
年
に
編
著
し
た

『生
計
学
学
説
沿
革
小
史
』
は
、
厳
訳

「計
学
」

の
も

と
で
、
「経
済
学
」
を

「
生
計
学
」
と
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
厳
、
梁
な
ど

の
よ
う
な
清
末
民
国
時
代

の
中
国
学
者

は
、
国
o
o
-

p
o
ヨ
け
ω
と
い
う
学
科
名
詞
を

「
経
済
学
」
と
対
訳
す
る
こ
と

に
あ
ま
り
賛

同

せ
ず
、
ず

っ
と
古
代
漢
語

の
中
か
ら

国
8
昌
o
巨

oω
と
意
味
が
近

い
言
葉
を
探

し
て
い
た
。
「計
学
、
生
計
学
」

の
ほ
か
に
、
梁
啓
超

は

「平
準
学
」
を
使

っ

た
こ
と
が
あ
る
。
「平
準
」
と
い
う
言
葉

は
、
漢
代

に
実
施
さ
れ
た

「平
準
法
」

か
ら
採

っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
は

『史
記

・
平
準
書
』

の
中
に
詳
し
く
書

か
れ

て
い
る
。
「
平
準
法
」
の
目
的
は
小
作
農
を
豪
商

の
独
占
に
よ
る
災

い
か
ら
ま

も
る
こ
と
で
あ
る
。
朝
廷
は
市
場
の
物
価
が
低

い
時
に
生
活
用
品
を
購
入
し
、

物
価
が
上
昇
す
る
時

に
特
価
で
売
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
平
民
の
生
活
を
保
障

す
る
。
「平
準
」
と
い
う
言
葉

は
後

に
物
価
を
抑
え
る
意
味
か
ら
財
政
政
策
と

い
う
新
し
い
意
味

へ
と
発
展
し
、
今
日
の

「経
済
」
の
意
義

の

一
部
に
近
づ
い

て
い
る
。

上
述
し
た
中
国
人

の
努
力
は
辞
書

の
中
に
も
現
れ
て
い
た
。

一
九
〇
三
年

に
、

汪
栄
宝
と
葉
瀾
が

『新
爾
雅
』
を
編
集
し
た
と
き
、
「計
学
」
の
名
目
を
保
留
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す
る
と
共
に
、
「計
学
」
を
次

の
よ
う
に
定
義
し
て
い
た
。

論
生
財
、
析
分
、
交
易
、
用
財
之
学
科
、
謂
之
計
学
、
亦
謂
之
経
済
学
。

俗
謂
之
理
財
学
。

六

民
国
初
期
に
日
本
の
経
済
学
書
籍

の
影
響
及
び
孫
文
の
提
唱

に
よ
り
、
国
o
o
8
ヨ
け
ω
の
訳
語

は
数
多

く

の
訳
語

か
ら

「経
済
」

に
定
着
し
た

180

こ
こ
で
は
、
「
計
学
」
を
条
目
の
主
語
に
し
、
経
済
学
や
理
財
学
を
補
佐
的

な
説
明
語
に
し
て
い
た
が
、
「経
済
学
」

の
条
目
は
設
置
し
な
か
っ
た
。

日
本

の
東
京
帝
国
大
学

に
留
学
し
た
こ
と

の
あ
る
胡
以
魯

(?
1

一
九

一
五
)

　
　
　

 は
、

一
九

一
四
年
に

「論
訳
名
」
を
著
し
、
日
本

の
新
名
詞
が
中
国
に
導
入
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
総
体
的
に
肯
定
的
な
評
価
を
下
し
た
の
だ
が
、

一
部
分

の
訳
語
は
意
味
が
通
じ
な

い
と
も
指
摘

し

た
。
胡

は

「
不
宜
襲
用
、
防
淆
乱

(踏
襲
す
べ
か
ら
ず
、
混
乱
を
防
ぐ
た
め
な
り
)」
と
主
張
し
て
い
た
。
「亟
宜
改

作

(速
や
か
に
修
正
す
べ
き
)」
日
本
語
訳
名
と
し
て
、
胡
は
特

に

「経
済
」
、

「
場
合
」
、
「治
外
法
権
」
な
ど

の
例
を
挙
げ

て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
日
本
語
訳

の

「経
済
」
と
い
う
言
葉

は
、
「
不
合
吾

国
語
法

(わ
が
国

の
文
法
に
合
わ
な

い
)」

か
ら
、
「不
宜
襲
用

(踏
襲
す
べ
か
ら
ず
)」
と
い
う
主
張
は
、
清
末
民
国

初
期

の
中
国
人
学
者

の
普
遍
的
な
見
方
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

清
末

か
ら
民
国
初
期

に
お

い
て
、
国
o
o
コ
○
巳

o
ω
の
中
国
語
訳
名

は
音
訳
と

意
訳
が
併
用
さ
れ
、
幾

つ
か
の
訳
語
が
同
時
に
存
在
す
る
局
面
を
呈
し
て
い
た
。

音
訳

に
は
、
厳
復
が
訳

し
た

『原
富
』
の

「葉
科
諾
密
」

の
ほ
か
に
、
「愛
康

諾
米
」
「伊
康
老
米
」
な
ど
が
あ

っ
た
。
意
訳

に
は
、
プ

ロ
テ

ス
タ
ソ
ト
宣
教

師
が
訳
し
た

「
富
国
策
」
、
「富
国
養
民
策
」、
「理
財
之
律
学
」
、
中
国
人
が
訳

し
た

「平
準
学
」
、
「
計
学
」
、
「生
計
学
」、
「軽
重
学
」
、
「
理
財
学
」
、
「財
学
」、

「資
生
学
」
、
「軽
重
学
」
な
ど
が
存
在

し
、
統

一
で
き
な
い
状
態

に
あ

っ
た
。

こ
れ
ら

の
訳
語
は
ほ
と
ん
ど
中
国

の
古
典

か
ら
出
た
も

の
で
、
前
掲

の

「平

準
」
「富
国
」
が
そ
れ
で
あ

る
。
ま
た
、
「理
財
」
と
い
う
言
葉

の
出
典

は
、

『周
易

・
系
辞
下
』

の

「理
財
正
辞
、
禁
民
為
非

日
義
」

で
、
宋
代
以
後
流
行

語
と
な

っ
て
い
た
。
王
安
石
は
当
時

「患
貧
」

の
原
因
に

つ
い
て
、
「理
財
未

　
　
　

得
其
道
」
と
し
た
。
南
宋

の
葉
適
に
も
、
「古
之
人
未
有
不
善
理
財
而
為
聖
君

　
　
　

賢
臣
者
也
」
と
い
う
論
が
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
「
理
財
」
は
古
代
漢
語

の
中

で

は
財
政
を
管
理
す
る
通
用
語
で
、
そ
れ
を
使

っ
て
国
8
コ
oヨ
く
を
訳
す
る
の
は
、

意
味
が
近

い
と
い
え
る
。
梁
啓
超
は

「史
記
貨
殖
列
伝
今
義
」
と
い
う
文
章

の

中

で
、
経
済
学
を

「
『大
学
』
理
財
之
事
」
と
解
釈
し
、
経
済
学
者
を

「
理
財
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之
学
者
」
と
し
た
ほ
ど
で
あ

っ
た
。

二
〇
世
紀

の
初
期

に
、
国
0
8
0
目
団
の
訳
名
が
、
数
多
く
の
訳
語
か
ら

つ
い

に

「経
済
」
に
定
着
し
た
の
は
、
漢
訳

の
日
本
書
籍

(特
に
日
本

の
経
済
学
教

科
書
)
の
強

い
影
響
と
関
連
し
て
い
る
。

一
九
〇

一
年

に
留
日
学
生
が
編
纂

し

た

『訳
書
彙
編
』

の
中
に
掲
載
さ
れ
た

「
経
済
学
史
」

の

一
文
は
、
日
本
の
訳

語

「経
済
学
」
を
採
用
し
た
も

の
で
あ
る
。

一
九
〇
三
年
日
本
の
学
者
杉
栄
三

郎

(
一
八
七
三
-

一
九
六
五
)
は
京
師
大
学

堂
の
経
済
学
教
習
に
招
聘
さ
れ
た
。

杉
は

『経
済
学
講
義
』
を
編
纂
し
、
中
国

の
教
壇
で

「経
済
学
」
を
講
義
し
、

今
日
的
意
義

の

「経
済
」
と

「経
済
学
」
と

い
う
言
葉
を
普
及
さ
せ
た
。
ま
た
、

同
年
に
商
務
印
書
館
が
日
本
人
持
地
六
三
郎

の

『経
済
通
論
』
を
翻
訳
し
て
出

版

し
た
。
そ
の
後
、
王
環
芳
が

一
九
〇
五
年

に
山
崎
覚

次
郎

の
著
作

『経
済

学
』
を
訳
し
た
。

一
九
〇
六
年
に
王
紹
曾

は
山
崎
覚
次
郎
が
講
義

し
た

『経
済

学
講
義
』
を
翻
訳
し
た
。
清
末
に
翻
訳
さ
れ
た
西
洋
の
経
済
学
論
著
も
、
日
本

語

の
訳
語
を
借
り
て
書
名
を
決
め
た
。
例
え
ば
、
朱
宝
綬
は

一
九
〇
八
年
に

マ

　
　
　

ク
ヴ

ァ
ン

(ω
.
ζ
●
ζ
碧
く
§
Φ
)
の
著
作
を
訳
し
、
『経
済
原
論
』
と
命
名
し
た
。

一
九

一
〇
年

に
熊
嵩
熙
な
ど
が

テ
リ

ィ

(即

↓
Φ
巳

の
本
を
訳
し
、

タ
イ
ト

ル
を

『経
済
学
概
論
』
と
し
た
。

ほ
か
の
日
本
を
源
と
し
た
新
語
が
中
国

で
迅
速
に
流
行
り
出
し
た
こ
と
と
違

っ
て
、
「
経
済
」

の

一
語
は
辛
亥
革
命
前

後
に
な

っ
て
も
中
国
人

の
間
に
広
く

受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
の
語
の
新
し
い
意
味
は
古

典
的
意
味
と
相
当
離
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
語
形
か
ら
も
当
該
新
義
を
導

く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
梁
啓
超
、
厳
復
な

ど
当
時

の
学
界
重
鎮

た
ち
を
含
む
、
多

く

の
中
国
人
学
者

は
、
度
重
ね

て

国
0
8
0
皀

o
ω
の
意
味
に
相
応
し
い
適
切
な
漢
語
を
探
し
て
い
た
の
で
、
「
経
済

学
」
は
長
期
に
わ
た

っ
て

「理
財
学
」
、
「富
国
策
」
、
「計
学
」、
「生
計
学
」
な

ど

の
言
葉
と
併
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
前
述

の
よ
う
に
、
日
本
の
近
代
啓
蒙
思

想
家
福
沢
諭
吉
や
西
周
な
ど
も
、
「経
済
学
」
を
使

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

満
足
は
で
き
な
か

っ
た
。
福
沢
諭
吉

は

「
理
財
学
」
、
西
周
は

「制
産
学
」
が

気
に
入

っ
て
い
た
。
漢
字
文
化
圈

に
お
け
る
中
日
両
国

の
ト

ッ
プ

レ
ベ
ル
の
学

者
は
み
な
別

の
訳
語
を
探
し
た
事
例
か
ら
、
国
08
0
目
く
を

「
経
済
」
と
翻
訳

す
る
の
は
あ
ま
り
理
想
的
な
こ
と
で
は
な
い
と
窺
え
る
だ
ろ
う
。

「経
済
学
」
が
中
国
に
お
い
て
、
そ
の
他
の
訳
名

に
取

っ
て
代
わ

っ
て
通
用
術

語
に
な

っ
た
の
は
、
清
末
民
国
初
期

の
日
本
書
籍

(
と
り
わ
け
日
本
の
教
科
書
)

の
影
響

の
ほ
か
に
、
孫
文
を
は
じ
め
と
す
る
革
命
派
の
文
化
宣
伝
お
よ
び
実
践

に
も
関
連
す
る
。
日
本

で
編
輯
し
出
版
さ
れ
た
革
命
派
の
新
聞
紙

『民
報
』
は

よ
く
日
本

の
訳
語

「
経
済
」
を
使

っ
て
い
た
。
孫
文

(
一
八
六
六
-

一
九

二

五
)、
朱
執
信

(
一
八
八
五
-

一
九
二
〇
)
等

の
文
章
も
今

日
的
意
義

の

「
経

済
」
を
使
用
し
て
い
た
。
民
国
初
年
、
孫
文
は
こ
と
さ
ら

「経
済
」
と
い
う
言

葉
を
、
「
富
国
策
」
、
「理
財
学
」
と
い

っ
た
言
葉

に
取

っ
て
代
わ
る
こ
と
を
提

　　
　

唱
し
た
。
孫
文
は

一
九

=

一年

八
月
に
北
京
で

『社
会
主
義
之
派
別
与
批
評
』

と
い
う
題
目
で
講
演
す
る
際

に
、
「国
o
o
昌
o
ヨ
く
」
の
訳
名
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
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按
経
済
学
、
本
濫
觴
於
我
国
。
管
子
者
、
経
済
家
也
、
興
鹽
漁
之
利
、

治
齊
而
致
富
強
、
特
當
時
無
経
済
学
之
名
詞
、
且
無
條
理
、
故
未
能
成
為

科
学
。
厥
後
経
済
之
原
理
、
成
為
有
統
系
之
学
読
、
或
以
富
国
学
名
、
或

以
理
財
学
名
、
皆
不
足
以
骸
其
義
、
惟
経
済

二
字
、
似
稍
近
之
。
経
済
学

之
概
説
、
千
端
萬
緒
、
分
類
週
詳
、
要
不
外
乎
生
産
、
分
配

二
事
。
生
産

即
物
産
及
人
工
制
品
、
而
分
配
者
、

即
以
所
産
之
物
、
支
配
而
供
人
之
需

也
。

孫
文
は
、
ま
た

一
九

一
二
年

一
〇
月
に
上
海
中
国
社
会
党
で
の
演
説
の
中
で

も
、
同
じ
主
旨

の
話
を
し
た
が
、
そ

の
演

説

の
中

に
は
、
し
ば

し
ば

「経
済

学
」
、
「経
済
学
家
」、
「経
済
主
義
」
、
「経
済
学
の
原
理
」
な
ど

の
言
葉
が
出
て

い
た
。

民
国
初
期
以
後
、
「
経
済
」
と

「
経
済
学
」
は
次
第

に
国
o
o
コ
o
ヨ
く
と

両
0
9

コ
o
目
8
ω
の
通
用
訳
語
と
な
り
、
社
会
生
産
、
交
換
、
分
配
、
消
費
な
ど
意
味

を
含
む
よ
う
に
な
り
、
古
典
義

の

「経
世
済
民
」
、
「
経
邦
済
国
」
と
袂
を
分
か

っ
た
。
し
か
し
、
経
済
学
と
い
う
訳
語
が

富
国
策
、
計
学
、
理
財
学
な
ど
と
併

用
さ
れ
る
期
間
は
民
国
時
代
に
な

っ
て
も

か
な
り
長
く
続

い
て
い
た
。

ア
メ
リ

カ
に
留
学
し
た
中
国
最
初

の
経
済
学
博
士
馬
寅
初

(
一
八
八
ニ
ー

一
九
八
二
)

は
、

一
九

一
四
年
に
イ

ェ
ー
ル
大
学

で
書

い
た
博
士
論
文
に
お
い
て
、
「経
済

学
」

の
代

わ
り
に

「富
国
策
」
、
「計
学
」

を
使

い
、
「経
済
学
」
と

い
う
訳
語

に
対

し
て
保
留
的
な
態
度
を
示
し
て
い
た
。
お
よ
そ

一
九

二
〇
年
代
以
後
、

「経
済
」
お
よ
び

「
経
済
学
」

は
よ
う
や
く
統

一
し
た
術
語
と
し
て
普
遍
的

に

学
界
と
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
通
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
馬
寅
初

の
そ

の
後

の
著
作

も
、
『中
国
経
済
改
造
』
、
『経
済
学
概
論
』、
『戦
時
経
済
論
文

選
』
、
『馬
寅
初
経
済
論
文
集
』
な
ど
と
命
名
さ
れ
た
。
中
国
早
期

の
マ
ル
ク
ス

主
義
者
李
大
釧

(
一
八
八
九
-

一
九
二
七
)
は
、

一
九

一
九
年

に

『私

の

マ
ル

ク
ス
主
義
観
』
を
著
し
、
日
本
語
訳

の
マ
ル
ク
ス
の
著
書

か
ら

『経
済
学
批
評

　　
　

序
文
』
を
翻
訳
し
た
こ
と
を
述

べ
た
。
文
中

の

「経
済
学
」
は
も
ち
ろ
ん
日
本

語
訳
を
使

っ
た
の
だ
ろ
う
。

七

語
義
学
と
歴
史
学
の
つ
な
が
り
か
ら

「経
済
」
の
得
失
と
時

代
的
意
味
を
考
え
る

今

日
的
意
義

の

「経
済
」
(国
民
生
産
、
分
配
、
交
換
、
消
費
の
総
和
、
な
ら
び

に
節
約
、
割
に
合
う
の
意
味
を
指
す
)
は
、
す
で
に
定
着

し
、
学
界
だ
け
で
な
く
、

民
間
で
も
普
及
し
て
い
る
の
で
、
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
「経
済
」
と

い
う
言
葉

に
含
ま
れ
た
今
日

の
意
味
は
、
語
義
学
と
語
彙
の
形
成
方
法
か
ら
見
れ
ぽ
、
た
く
さ
ん
の
欠
点
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

漢
字

の
多
義
性
に
よ
り
、
漢
字

の
熟
語
は
往

々
に
し
て
、
同
じ
語
形

の
中
に

多
岐

の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
古
代
漢
語

の
熟
語
を
借
り
て
西

洋
の
概
念
を
訳
す
に
は
、
常
に
意
味

の
拡
大
、
縮
小
、
派
生
、
も
し
く
は
す
べ
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中国語、 日本語、西洋語間 の相互伝播 と翻訳 の プロセスにおけ る 「経済」 とい う概念 の変遷

て
が
変
わ
る
と

い
う
事
態
さ
え
発
生
す
る
。
こ
れ
は
漢
字

の
古
典
語
が
新
語
に

生
ま
れ
変
わ
る
た
め
の
要
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
種

の
拡
大
、
縮
小
、
派

生
、
全
変
は
、
漢
語
語
彙
変
化

の
ロ
ジ

ッ
ク
に
従

っ
て
は
じ
め
て
人

々
の
理
解

の
う
え
で
使
用
さ
れ
、
使
用
の
中

で
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

常
用
旧
漢
字
か
ら
新
し
い
意
味
を
生
み
出
す
方
法
は
、
原
語
の
古
典
的
意
義

を
出
発
点

に
し
て
、
そ
の
外
延
を
拡
大
さ

せ
た
り
縮
小
さ
せ
た
り
し
て
、
そ
の

元
来

の
意
味
を
転
じ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ぽ
、
「
教
授
」
と
い
う
言
葉

は
、
そ
も
そ
も
動
詞
で
、
知
識

の
伝
授
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
宋
代
以
降
、

そ
れ
が
偏
正
構
造

の
熟
語
と
な
り
、
学
校

の
試
験
を
司
る
学
官

の
こ
と
を
指
す

よ
う
に
な

っ
た
。
「教
授
」

の
今
日
的
意

義
は

牢
○
暁①ωω
自

を
訳
す
と
き
に
獲

得
し
た
も

の
で
、
特
別

に
大
学
教
師

の
中

の
最
高
職
を
さ
す

の
で
あ
る
。
こ
の

新
し
い
意
味
は
、
原
義

の
合
理
的
な
派
生
と
言

っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、

「物
理
」
と

い
う

の
は
、
古

い
意
味

で
は

「事
物

の
理
」
を
指
す
。
今

の

「物

理
」

は
、
勺
ξ

匹
oω
を
翻
訳
す
る
と
き

に
獲
得
し
た
意
味
で
、
分
子
以
上

の
物

　い
　

質

の
変
化
規
律
を
対
象
と
す
る
自
然
科
学

の

一
分
野
を
指
す
。
こ
の
言
葉

の
意

味

の
変
化
も

ロ
ジ

ッ
ク
に
従

っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
歴
史
」

の
古
典
的
意
義
は

史
書

の
こ
と
で
、
過
去

の
事
実
に
対
す
る
記
述

の
こ
と
を
指
す
。
今
日
の
意
味

は

震

ω8
蔓

を
翻
訳
す
る
と
き
に
得
た
も

の
で
、
自
然
界
及
び
人
類
社
会

の

発
展
過
程
、
或

い
は
歴
史
学
科
を
指
す
の
で
あ
る
。

こ
の
種

の
意
味
派
生
は
、

理
解

し
や
す

い
。
「組
織
」
の
古
典
義
は

「紡
織
」
の
こ
と
で
あ

る
。
現
在

の

意
味
は
ω
o
ω一匹

を
訳
す
と
き

に
獲
得

し
た
も

の
で
、
体

の
器
官
を
構
成
す
る

単
位

の
意
味
と
転
じ
、
さ
ら
に
社
会

に
お
け
る
あ
る
種

の
任
務
と

シ
ス
テ
ム
に

よ

っ
て
結
合
さ
れ
た
集
団

(9
ひq
鋤
三
N巴

8
)
を
表
わ
す
よ
う

に
な

っ
た
。
古

今
意
味

の
変
化
は
お
び
た
だ
し
い
が
、
語
形
が
提
供
し
た
意
味
空
間
か
ら
今

日

の
意
味
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
に
か
く
、
こ
れ
ら
の
漢
字
熟
語

の
古

典
的
意
義
と
現
行

の
意
義
と
の
間
に
は
普
遍
的
と
専
門
的
、
広

い
と
狭

い
と
い

う
区
別
、
或

い
は
意
味
が
変
化
し
た
こ
と
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
旧
意

義

の
間
に
は
遺
伝
と
変
異
間
の
内
包
し
た
張
力
が
存
在
し
て
い
る
故
に
、
使
用

者

は
少

々
考
え
れ
ば
、
両
者
間
の
変
化
軌
跡
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

し
て
言
葉

の
意
味

の
発
展
や
西
洋
語
と
中
国
語
と
の
対
訳
に
際
し
て
心
得
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

漢
字
熟
語

の
意
味
変
化

の
も
う

一
つ
の
方
法
は
、
「借
形
変
義

(形
を
借
り

て
意
味
を
変
え
る
こ
と
)」
で
あ

る
。
こ
の
方
法

の
要
領

は
つ
ま
り
、
言
葉

の
語

形
を
保
留
す
る
が
、
元
来

の
意
味
を
捨

て
、
言
葉

の
構
成
法
を
変
え
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
新
し

い
意
味
を
生
み
出
す

こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
古
典
語

の

「民
主
」
は
、
偏
正
構
造

の
名
詞
と
し
て
、
「
民

の
主
」
の
略
語

で
、
「
君
主
」

の
意
味
に
近
い
。
英
語

の
∪
Φ
日
o
o
蠢
o
賓
の
対
訳
語
と
し
て
の

「
民
主
」
は
、

主
語
述
語

の
構
造
と
な
り
、
「人
民
が
自
主
す
る
」
と

い
う
意
味
に
変
化
し
た
。

人

々
が
も

っ
て
い
た

「民
主
」

の
語
彙
構
成
に
対
す
る
弁
別
が
、
偏
正
構
造
か

ら
主
語
述
語
構
造

に
変
わ
る
こ
と
で
、
言
葉
の
意
味
が

「民

の
主
」

か
ら
反
対

の

「
人
民
が
自
主
す
る
」

に
派
生
し
て
い
っ
た
。
漢
字
文
化
に
詳
し
い
人
に
と

っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
調
整
と
変
化
を
行
う
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
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で
は
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し

「経
済
」
と
い
う
言
葉
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
そ
の
今
日
的
意
義

は
古
典
的
意
義
と
懸
け
離
れ
た
だ
け
で
な
く
、
語
形
か
ら
も
、
言
葉

の
構
成
法

を
変
え
て
も
、
今
日
の
意
味
を
引
き
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
今

の
国
民
生
産
、

分
配
、
交
換
、
消
費

の
総
和

及
び
節
約
、
割

に
合
う

な
ど

の
意
味

は
、
外

か
ら

「経
済
」
と
い
う
漢
字
熟
語
に
加
担

し
た
も

の
で
あ

る
か
ら
、
新
し
い
術

語

の

「経
済
」
は
漢
字
と
し
て
の
言
葉
構

成
の
根
拠
を
失

っ
た
。
こ
れ
は
中
国

の
学
者
厳
復

・
梁
啓
超

・
胡
以
魯

・
馬
寅
初
ら
が
こ
の
訳
語
を
認
め
た
が
ら
ず
、

「
計
学
」
な
ど

の
熟
語

で
取

っ
て
代
え
よ
う

と
し
た
所
以

で
あ

っ
た
。
日
本

の

学
者
西
周
が

「経
済
学
」
に
代
わ
る

「制
産
学
」
と
い
う
訳
語
を
作

っ
た
。
ま

た
福
沢
諭
吉
は

「
経
済
学
」
と
い
う
訳
語

の
創
始
者

の

一
人
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
訳
語
に
満
足
で
き
ず
、
「理
財
学
」
と

い
う
言
葉
に
傾

い
て
い

る
。
そ
の
原
因
も
こ
こ
に
あ

っ
た
だ
ろ
う
。

・
し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
漢
字
文
化
圏

に
属
す
る
日
中
両
国
は
、
前
後
し

て

「経
済
学
」
を

国
08
0
8
け
ω
の
訳
語
と
し

て
選
ん
だ
。
そ
の
間

の
理
由
は
、
語

義
学
と
歴
史
学
の
交
錯
点
を
通
し
て
観
察

し
な

い
と
、
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。

「
経
済
学
」
以
外

の
近
代
中
日
両
国
で
作

ら
れ
た

国
o
o
8
巳

o
。。
の
各
種

の
訳

語
、
た
と
え
ぽ

「計
学
」
、
「生
計
学
」
、
「
平
準
学
」
、
「
資
生
学
」
、
「軽
重
学
」
、

「
理
財
学
」
、
「富
国
学
」
、
「制
産
学
」
な
ど
を
見
る
と
、
類
似
し
た
性
質
が
あ

る
こ
と
が
分
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら

の
言
葉
は
皆
あ
る
漢
語

の
古
典

語

(例
え
ば

「計
」
、
「平
準
」、
「資
生
」
、
「
軽
重
」、
「理
財
」
、
「富
国
」、
「制
産
」

な
ど
)
を
軸
に
し
、
そ
の
古
典
的
意
義
を
出
発
点
と
し
て
新
し
い
意
味
を
派
生

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
故
に
、
語
形
と
言
葉

の
意
味
は

一
致
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

語
形
か
ら
そ
の
意
味
を
推
測
で
き
る
の
で
、
割
合
に
漢
字
語
彙
の
構
成
根
拠
が

充
分
に
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
そ
れ
ら

の
漢
語

は
国
oo
コ
o
巨

oω
の
訳
語

の
正

統
な
地
位
を
占
め
る
こ
と
が

で
き
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
そ
れ
ら

の
言
葉

に
は
言
葉

の
構
成

の
根
拠

は
十
分
あ
る
も

の
の
、

一
つ
共
通

の
弱
点
が

存
在
し
て
い
る
と
思
う
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
そ
れ
ぞ
れ
、
人
々
の
物

質
生
活
の
あ
る
側
面
し
か
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
全
貌
を
含
む
こ
と
に

は
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
厳
復
は

『原
富
』

の

「訳
事
例
言
」
の
中

で
、
国
oo
昌
o
日
一〇ω
の
訳
語
と
し
て
、
「理
財

又
為
過
狭

(「理
財
」
と
い
う
言
葉

が
狭
す
ぎ
る
)」
と
言

っ
て
い
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、
厳
復

の
こ
の
批
判

は
、

「理
財
学
」
に
適
用

で
き

る
ぼ

か
り
で
な
く
、
実
に
上
述

し
た
諸
語

(厳
復
自

身
が
作

っ
た

「計
学
」
を
も
含
む
)
の
共
通
し
た
弱
点

に
的
中
し
て
い
る
と
思
う
。

そ
れ
ら
の
言
葉
が
示
し
た
意
味

は
、
生
産

で
あ
り
、
消
費

で
あ
り
、
分
配
で
あ

り
、
管
理
で
あ
る
が
、
人
類

の
物
質
生
活

の
全
体
を
含
む
こ
と
が

で
き
な

い
の

で
、
国
o
o
コ
o
目
貯
ω
の
理
想
的
な
訳
語
に
あ
て
る
こ
と
は
難
し

い
。
し
か
し
、

「経
済
学
」
は
厳
復

に

「既
嫌
太
廓

(意
味
が
広
す
ぎ
る
)」
と
責

め
ら
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
統
合
力

に
富
ん
で
い
る
た
め
、
最
終
的

に
歴
史
に
よ

っ
て

国
oo
昌
o
ヨ
貯
ω
の
訳
語
と
し
て
選
ぼ
れ
た
の
で
あ
る
。

前
述

の
よ
う
に
、
訳
語

「経
済
学
」

に
は
概
念

の
古
今
転
倒
、
語
形
と
意
味

と
の
離
脱
と
い
っ
た
重
大
な
欠
陥
が
存
在
し
、
合
理
的
な
漢
字
術
語
で
は
な
い
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の
で
、
学
科

の
発
展
に
あ
る
種
の
不
便
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
例
え
ぽ
、
こ
の

学
科
史
を
遡
る
と
き
、
古
典
的
概
念
と
今

日
の
概
念
、
東
洋

の
概
念
と
西
洋

の

概
念
と
の
間

に
は
隔
た
り
が
あ
り
、
骨
を
折

っ
て
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
中
国
社
会
科
学
院
経
済
研
究
所

の
研
究
員
葉
坦
が

「中
国

経
済
学
尋
根
」
と
い
う
文
章

で
深
く
分
析

し
て
い
る
。

一
方
、
も
し
語
義

の
変
遷
を
歴
史

(特

に
思
想
史
)
背
景

の
下
に
お

い
て
考

察
す
れ
ば
、
次

の
こ
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
幕
末
、
明
治
間
の
日
本

人
学
者

は

「経
済
」
で
国
o
o口
O
B
賓
を
翻

訳
す
る
と
、
「経
済
」
を

「国
を
治

め
天
下
を
安
定
さ
せ
る
」
、
「
経
世
済
民
」

の
政
治
的
、
倫
理
的

「
大
義
」
か
ら

離
脱
さ
せ
、
物
質
財
富

の
創
造
、
交
換
、

分
配
な
ど

の
意
味

(倹
約
の
意
味
も

そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
)
を
新

し
く
与

え
た
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
社
会

の

物
質
生
産
、
生
活
と

い
う
最
も
重
要
な
実
際
問
題
は
、
検
討

の
中
心
を
、
「義
」

か
ら

「利
」

に
転
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ご
れ
は
、
社
会
の
価
値
観
指
向
が
古

典
的
な

「軽
利
重
義
」
か
ら
近
代

の
実
利
主
義
に
転
向
し
て
い
く
と
い
う
時
代

精
神
の
変
化
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

近
代
工
業
文
明
に
は
多
重

の
精
神
的
支
柱
が
あ
る
。
実
利
主
義

は
そ

の
重
要

な
支
柱

の

一
つ
で
あ
る
。
利
益
追
求
、
価
値
法
則
と
い
う

「見
え
ざ
る
手
」
は
、

近
代
工
業
文
明
を
推
し
進

め
る
強
大
な
力

で
あ
る
。
近
代
工
業
文
明
が
実
利
主

義
を
大

い
に
拡
張
さ
せ
た
歴
史
事
実
は
、
国
計
民
生

に
関
す
る
学
問
と
し
て
の

国
oo
づ
o
ヨ
ぱ
ω
を
近
代
西
洋
で
誕
生
さ
せ
、
次
第

に
政
治
的
な
従
属
地
位

か
ら

離
脱
さ
せ
た

の
で
あ

る
。
国
0
8
0
邑

o
ω
は
こ
の
よ
う
な
近
代
学
科
と
し
て
、

一
八
、
九
世
紀

の
欧
米
で
生
ま
れ
、
世
界
中
に
広
が

っ
た
。
東

ア
ジ
ア
で
言
え

ぽ
、
日
本
は
率
先
し
て

一
九
世
紀
の
半
ぽ
ご
ろ
に
こ
の
学
科
を
設
置
し
た
。
こ

れ
は
日
本

の

「
開
国
」
と
工
業
文
明
に
進
む
こ
と
と
ほ
ぼ
同
時
に
進
行
し
た
も

の
で
あ
る
。
「東
洋

の
ル
ソ
ー
」
と

い
わ
れ
た
日
本

の
啓
蒙
思
想
家
中
江
兆
民

は
、
経
済

の
近
代
的
意
義
を
鋭
く
観
察
し
、

一
八
八
八
年

に

二

九
世
紀
以
前
、

経
済

は
政
治

の
付
属
品
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
付
属
品
は
い
ま
や
必
用
品

　
　
　

に
変
わ

っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
中
江
兆
民

の
言
葉
か
ら
も
、
「経
済
」
と

い
う
言
葉

の
意
味
が
近
代
日
本
に
お
い
て
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
だ
ろ

う
。中

国
で
は
、

一
九
世
紀
末

に
日
本
を
仲
介
し
て
西
洋
の
近
代
経
済
学
を
取
り

入
れ
は
じ
め
た
。
厳
復
は
直
接

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
論
著

か
ら
こ
の
学
問
を
中
国
語

に
翻
訳
し
て
い
た
。
し
か
し
、
前
述

の
よ
う
に
、
清
末
の
時
期

に
は
ま
だ
統

一

　　
　

し
た
術
語
が
形
成
さ
れ
な
か

っ
た
。

二
〇
世
紀
初
期

に
な

っ
て
は
じ
め
て
近
代

経
済
学
が
正
式

に
中
国
に
伝
わ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
「
経
済
」
と
い
う
言
葉

の

意
味

の
古
今
転
換
、
「経
済
学
」
が
国
計
民
生
に
関
す
る
学
問

の
共
通
名

に
な

っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。

厳
復

・
梁
啓
超
ら
近
代
中
国

の
学
者

は
、
語
義
学

の
立
場

か
ら
、
訳
語

の

「経
済
」
に
不
満
を
持
ち
、
別
訳
を

国
o
o
づ
o
ヨ
く
の
訳
語

に
す

る
試

み
を
行

っ

た
の
だ
が
、
中
国
人
は
つ
い
に
民
国
初
年

か
ら

「経
済
」
と
い
う
訳
語
を
受
け

入
れ
た
。
表
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
は
日
本
新
名
詞

の
強
い
影
響
と
孫
文

の
提
唱

に
よ
る
結
果

に
み
え
た
が
、
実
際
は
時
代
の
流
れ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

つ
ま
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り
、
古
典
漢
語
の
汎
政
治
的
、
汎
倫
理
的
な

「経
世
済
民
」

の
意
義
は
、
す
で

に
必
要
で
な
く
な

っ
た
。
そ
の
代
わ
り

に
、
英
語

の
国
0
8
0
露
団
に
含
ま
れ
た

「
国
民
生
産
、
消
費
、
交
換
、
分
配

の
総
合
」

の
意
味

は
、
よ
り
よ
く
現
実
社

会
の
物
質
生
活
の
全
体
状
況
を
反
映

で
き

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
訳
で
き
る

言
葉
が
な
い
か
ら
、
古
典
漢
語
か
ら

「経
済
」
を
見
出
し
、
対
訳
す
る
よ
う
に

な

っ
た
。
当
然
、
こ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
人

々
は
語
彙

の
純
正
性
を
放
棄

す
る
と
い
う
重
大
な
代
償
を
払

っ
た
。

語
義
学
と
歴
史
学

の
統

一
と
い
う
角
度

か
ら
反
省
す
る
と
、
も
し
当
時
同
じ

く
漢
字
文
化
圏
に
属
す
る
中
日
両
国
が
、
も

っ
と
適
切
な
語
形
と
意
味
が

一
致

し
た
漢
語
を
創
製

し
、
国
08

0
ヨ
《
の
含

ま
れ
た
意
味
を
表
出

で
き
れ
ば
、

人
々
の
、
言
葉
を
見
て
意
味
を
推
測
し
理
解
を
深

め
る
こ
と
や
、
相
関
学
科

の

成
長
な
ど

に
寄
与
で
き
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
言
葉

の
発
展
プ

ロ
セ
ス
は

「仮

に
」
と
い
う
条
件
を
相
手

に
し
な
い
。
言
葉

の
実
際
運
用

の
過
程
は
次

の
よ
う

な
現
実
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
新
し

い
概
念
が
続

々
と
や

っ
て
来
た
と
き
、

余
裕
を
持

っ
て
慎
重

に
語
句
を
推
敲
す
る
上
で
訳
語
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
し
、
時

に
は
言
葉

の
構
成
の
原
則
さ
え
堅
持
で
き
な
く
な
り
、
大

衆
的
な
語
学
実
践

の
流
れ
に
押
さ
れ
て
前

へ
ま

っ
し
ぐ
ら
に
進
む
こ
と
ば
か
り

に
気
を
奪
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
言

っ
て
、

こ
れ
は
反
省

の
無
益
を
意
味

す
る
わ
け
で
も
な

い
。
と
い
う

の
は
、
去

る
者
は
追
え
ざ
る
も
、
来
る
者
は
な

お
為
す
と
こ
ろ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
な
す
べ
き
は
、
次

の
よ
う
な

こ
と
で
あ
ろ
う
。

既
成
術
語
の
変
化
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
成
敗
得
失
を
分
析
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
今
後

の
新
し
い
概
念
を
受
け
入
れ
た
り
新
し
い
術
語
を
作
り
出
し

た
り
す
る
時
の
合
理
的
自
覚
を
促
進
さ
せ
、
術
語

(と
り
わ
け
中
核
術
語
)

の

建
設
を
よ
り
健
全
な
軌
道

に
乗
せ
る
よ
う
に
し
て
、
発
展
途
上
の
知
識

の
ネ

ッ

ト
ー
ワ
ー
ク
の
た
め
に
堅
実
で
頼
も
し
い
絆
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

注(
1
)

日
本

語
訳

"
経

は
機
織

の
縦

糸

な

り
。

(
2
)

日
本

語

訳

"
経
文

の
縦

糸

は
経

と
謂

う
。

必
ず

や

経
が

先

に
あ

っ
て
、

そ

の
後

に
緯

あ

り
。

(
3
)

日
本

語
訳

"
経

は
径

な
り

…
…

径
路

の
如

く
通

じ
な

い
所

な

し
。

(
4
)

「
綸
」

は
生

糸

で
編

ん
だ
縄

の
こ
と

を
さ
す

が
、

そ

こ
か

ら
筋
道

が
あ

る
と

い
う

意
味
が

派

生
す

る
。

(
5
)

日
本

語
訳

"
忠
誠

こ
そ
、

天
下

を
治

め

る

一
番

大
事

な
術

で
あ

る
。

(
6
)

日
本

語
訳

日
経

を
以

っ
て
、
邦

国
を

治

め
る
。

(
7
)

日
本

語
訳

"
天

下
を

治

め
る
気
迫

が
有

る
。

(
8
)

日
本

語
訳

"
以

っ
て
兆
民

を
救
済

す

る
。

(
9
)

日
本

語
訳

u
世

を
治

め
人

民
を

救
済

す

る
。

(
10
)

日
本

語
訳

"
世

を
治

め
世
俗

の
人

々
を
救
済

す

る
。

(
11
)

日
本

語
訳

口
経

世
済

俗

の
計
略

は
、

儒
者

の
務

め
な

り
。

(
12
)

日
本

語
訳

"
聡

明
と

知
恵

で
以

っ
て
、
経

世
済

俗

の
役
割

を
果

す
。

(
13
)

『
大
唐

創
業

起
居

注
』

巻

一
。
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(
14
)

『
旧
唐

書

・
太

宗
本

紀
』
。

(
15
)

日
本

語

訳

"
同

じ

く
皇

室

に
生

ま

れ

て
、
外
都

を
受

封

さ
れ

た
が
、

そ

れ

ぞ

れ
王
教

を

詳

し
く
解

釈

し
広

め

て

い

っ
た
り
、

世

を
治

め
人
民

を
救

済

し

た

り
、

先

々
ま

で

の
戦

略

を
立

て

た
り
す

る

こ
と
が

で
き

な

い
。

(
16
)

日

本
語

訳

"
貴

下

は
見

識
が

深

く

て
博

学

で
、
考

え

方
が

総

合
的

で
熟
達

し
て

い
る
。
何

か
問
題
が

起
き

る
と
直

ち

に
そ
れ

を
解

明
す

る

こ
と
が

で
き

る
。

世

を
治

め
民

を
救
済

す

る

に
は
十

分

に
才

能
が

足

り

る
。

(
17
)

日
本
語

訳

"
瞻

は
忠

実

で
正

直

で
あ

る
。
世

を
治

め
民

を
救

済

す

る
計

略

を

よ
く
知

っ
て

い
る
。

(
18
)

日
本
語

訳

n
陶
硯

の
文

学

は
、
世

を

治

め
人

々
を

救
済

す

る
こ

と
が

で
き

る
。

(
19
)

日
本
語

訳

冖
こ
れ

は
彼

の
家

伝

で
、

す

で

に
七
世

代

に
至

る
。
皆

そ
れ

ぞ

れ

、
世

を
治

め
民

を
救
済

す

る
方

法
を

も

つ
。

(
20
)

日
本

語

訳

冖
廟

堂

の
上

に
は
、
経
済

の
才

に
あ
ら
ざ

る
も

の
は
無

い
。

(
21
)

日
本
語

訳

"
朱

熹

は
王

安

石

を
論

じ

て
、

王
氏

の
文

章

と
節

操

は
世

間

の

人

々
よ
り
高

く

、
中

で
も
道

徳

や
経

世
済

民

を

己

の
役

目

と
為

し
、
神

宗

に

め

ぐ

り
合

い
、

宰
相

の
座

に
至

っ
た
と
言

う
。

(
22
)

日
本
語

訳

"
文
章

の
う

ま

い
人

材

と
言

え
ば

西
漢

の
二
人

の
司
馬

氏
が

い

る
、
国

を
治

め
る
人
材

と
言

う

と
南
陽

の
臥

竜

の
名
が

挙
げ

ら

れ

る
。

(
23
)

日
本

語
訳

u
志

が
慷

慨

で
あ

る
。

た

い

へ
ん
己

は
経

世

済
民

の
才
能

が

あ

る
と
自

負
す

る
。

(
24
)

日
本

語
訳

U
志

に
経
済

の
こ

と
が
存

在

し

て

い
る
か

ら
、
重

視

し

て

よ
ろ

し

い
。

(
25
)

日
本

語
訳

"
そ

こ

で
、

経
済

の

こ
と

に
志

し

て
、
度

々
国

の
歳

入
歳

出

に

気

を

つ
け

る
。

(
26
)

『水

滸
伝
』

の
中

に
、

八
○
万

の
禁

軍

を
率

い
る
教

頭

の
王
進

が
高

大
尉

の

迫
害

を
受

け

、
延

安
府

に
夜
逃

げ

を

し

た
時

に
身

を
寄

せ

た

の
は
す

な

わ

ち
小

経
略

使

と

い
う
長
官

で
あ

る
。

(
27
)

『金

史

・
傅

慎

微
伝

』

を
参

照

。

(
28
)

馮

天

瑜
、

黄

長

義

著

、

『晩

清

経

世

実

学
』
第

十

一
章

「
晩

清

「
経

世

文

編
」

の
編

纂
」
、
上

海
社

会
科

学
院

出
版

社
、

二
〇
〇

二
年
。

(
29
)

日
本
語

訳

"
義

理

の
学

が
あ

っ
て
、

詞
章

の
学
が

あ

っ
て
、

経
済

の
学

が

あ

っ
て
、
考

証

の
学

が

あ

る
。
義

理

の
学

は
、
即

ち
道

学

で
、

儒

教

に

お

い

て

は
徳
行

の
科

目

で
あ

る
。
詞

章

の
学

と

い
う

の
は
、
儒

教

の
中

の
言

語

の
科

目

で
あ

る
。
経

済

の
学

は
、
儒

教

に

お

い

て
は
政
事

の
科

目

で
あ

る
。

考
証

の
学

は
、
即

ち

い
わ

ゆ

る
漢

学

の
こ
と

で
、
儒

教

に
お
け

る
文

学

の
科

目

で
あ

る
。

こ

の
四
科

目

は

一
つ
欠

け

て
も

い
け
な

い
も

の
で
あ

る
。

(
30
)

『張

文
襄

公
全

集
』

四

八
巻

を
参

照
コ

(
31
)

中

国
語

の
名
前

は
林
楽
如

で
あ

る
。

(
32
)

日
本
語

訳

"
尭

舜

禹
湯

の
経
済

を
重

ん
じ

る
。

(
33
)

『
万
国

公
報
』

三
五

八
巻

を
参

照
。

(
34
)

日
本
語

訳

"
天
下

万

国

の
中

で
、

中
国

に
は
経
済

の
人

材
が
多

い
。

(
35
)

日
本
語

訳

H
此

れ
は

元

々
強

く

な
る

べ
き
も

の
の
経
済

で
あ

る
。

(
36
)

日
本
語

訳

"
経
済

は
あ

ら

か
じ

め
蓄

え

な

け
れ
ば

い
け

な

い
も

の
だ
。

(
37
)

日
本
語

訳

H
実
際

に
其

の
経
済

を
求

め
る

べ
き
だ

。

(
38
)

日
本

語
訳

"
長

期

的

・
全
体

的

に
み
れ
ば

利

益
が

あ

っ
て
も

短

期

的

・
個

人

的
利

益

は
な

い
。

(
39
)

日
本
語

訳

H
少

し
時
代

の
趨

勢
が

分

か
る
人

。
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(
40
)

日
本
語

訳

H
士

人
が
当

今

の
有

用

の
学

問

を
勉

強

す

べ
き

こ

と

に

つ

い
て

の
勧

め
。

(
41
)

享

保

一
四
年

、

即
ち

一
七

二
九
年

に
発

行
。

(
42
)

日
本
語

訳

"
品
物

を
流

通

し
財
産

を
積

む
。

国

は
豊

か

で
兵

隊

は
強

い
。

(
43
)

『
史
記

・
管
晏

列

伝
』
。

(
44
)

『荀

子

・
富

国
』
。

(
45
)

中

国
語

の
名

前

は
丁
匙

良

で
あ

る
。

(
46
)

『
万
国

公
報
』

第

四

三
-

八

八
冊

に
連
載

さ

れ

た
時

期

は
、
光

緒

一
八
年

か

ら

二
二
年

ま

で
で
、
即

ち

一
八
九

ニ
ー

一
八
九

六
年

で
あ

っ
た
。

(
47
)

『福

沢
諭

吉

全
集
』

第

一
〇
巻

を
参

照
。

(
48
)

『
全
唐
詩

』
巻

二
六

三
。

日
本

語

訳

凵
な

お
経

済

と
言

う
学
問

を

、
道
安

先

生

に
お
尋

ね
し

よ
う
。

(
49
)

日
本
語

訳

n
こ
れ
は
即

ち
経
済

の
学

で
あ

る
。

(
50
)

日
本
語

訳

n
経
済

の
学

を
勉

強
す

る

べ
き
だ

よ
。

(
51
)

日
本
語

訳

H
経
済

の
学

を
説

明
す

る

の
が
好

き

で
あ

る
。

(
52
)

「政

治

学
」

『
ア
リ

ス
ト

テ

レ
ス
全
集

』
第

九

巻
、

中
国

人
民

大
学

出
版

社
、

一
九
九

四
年

、

二

ニ
ー

二
三
頁
。

(
53
)

赤

坂
亀

次

郎

訳

『麻

氏

財

理
学

』
集

成

社
、

一
八

八
九

年

一
二
月
、

六
、

七

、

三
九
頁

。

(
54
)

『麻

氏
財

理
学

』

四
頁
。

(
55
)

『
西
周

全
集
』

第

一
巻

、
宗
高

書
房

、

昭
和

三

五
年

、

八
頁
。

(
56
)

後

に
西

周

は

「
哲

学
」

と
訳

し

た
。

(
57
)

西
周
が

一
八
六

三
年

=

月

に
取

っ
た

ノ
ー

ト

「
記

五
科

授
業

之

略
」

を

参

照
。

『
西

周
全
集

』
第

二
巻

、

=

二
四
頁
。

(
58
)

同
右
書

、

=

二
七
頁
。

(
59
)

同
右
書

、

=

二
八
頁
。

(
60
)

千

種
義

人

著

『
福

沢
諭

吉

の
経

済

思
想

1

そ

の
現

代

的
意

義
』

関
東

学

院

大

学
、

一
九

九

四
年
、

一
〇
頁
。

(
61
)

エ
リ

ス

の
英

語
原

著
が

一
八
四

六
年

に
初

出

版
、

一
八

五
〇
年

に
再
版

さ

れ

た
。

日
本

で

は

『
社

会
経

済

学
概

論
』

と

邦

訳

さ
れ

て

い
る

(千

種

、

一
九

九

四
年

一
〇

月
)
。

(
62
)

煢

筥
冨
ヨ

鋤
口
α
菊
o
び
①
畧

0
げ
9。
8
σ
臼
ω
著

『
学
校

及
び
家

庭

用

の
経
済

学
』

と
直
訳

す

る

こ
と
が

で
き

る
。

(
63
)

今

は

「
経
済

の
本

質
」

と
訳

さ

れ

て
い

る
。

(
64
)

『福

沢
諭

吉
著

作
集

』
第

一
巻

、
慶

応
義

塾

大
学
出

版
会

、

二
〇

〇

二
年

、

一
八
八
頁
。

(
65
)

今

日

は

「
家

政
学

」

と
邦
訳

さ

れ

て
い

る
。

(
66
)

前

掲

(
64
)
書

、

一
八

八
i

一
八
九
頁

。

(
67
)

即

ち
、

学
問

、
科

学

で
あ

る
。

(
68
)

前

掲

(
64
)
書

、

一
八
九
頁

。

(
69
)

『
明
治

文
化

史

五

学

術
』

(原

書

房
、

昭

和

五

〇
年

、

五

四

八
頁
)

か

ら

引
用

。

(
70
)

『経

済

全
書
』

の

一
巻

で
、

一
八
七
〇
年

に
発

行

さ
れ

た

『
西
洋
事

情
第

二

編

』

に
収
録

さ

れ
た
。

(
71
)

明

治

二
九
年

九
月

二
七
日
、

『
福
沢

諭
吉

全
集

』
第

一
一
巻

、

三
六

四
頁
。

(
72
)

前

掲

(
64
)
書

、

二
六
六
-

二
六
七
頁

。

(
73
)

『報

知
新

聞
』

に
掲

載

さ
れ

て
い
る
。

(
74
)

イ
ギ

リ

ス
古

典

経

済

学

の
伝

授
者

H

・
フ

ォ
ー

セ

ッ
ト

(
=
Φ
霞
団

聞
鋤
爭
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中国語、 日本語、西洋語間 の相互伝播 と翻訳 の プロセスにお ける 「経済」 とい う概 念の変遷

o
Φ
ε

の
夫

人

で
あ

る
。

彼

女

は

フ

ォ

ー

セ

ッ

ト

の
著

作

『経

済

学

教

本
』

(
ミ
§

§

N
ミ

ざ

丶ミ
ミ

N
粤

§

o
謹

」

ω
ρ
①
α
・
一
。。
①
ω
)

の
内
容

を
易

し
く

簡
潔

に

『初

学
者

の
た

め

の
経
済

学
』

(
ぎ

ミ
蹄
ミ

粤

§

ミ
§
、
誉

＼
b口
龕
噺ミ
ミ

お
篇
ω
け

Φ
9

一
。。
ざ

)

と

い
う
小

さ

な

入
門
書

に
ま

と

め
、
協

同
組

合

論

を

説

明

し

て

い

る
。

こ

の
入
門
書

は
爆

発
的

ベ

ス
ト

セ
ラ
ー
と

な

っ
た
。

(
75
)

中

国
語

版

の
訳
名

は

『
原
富

』

で
あ

る
。

(
76
)

経

済
雑

誌
社

、

一
八
九

六
年

。

(
77
)

森

時
彦

に
よ
れ
ば

、
阪

谷

が
翻

訳

し

た

の
は

O
o
ωω
鋤
の
イ

タ
リ

ア
語
原

著

の
英
語

版

O
ミ
§

ミ

ミ
鳴
Gリ
ミ
魯

旦

ぎ

Nミ
らミ

粤

o
§
o
§

～
(
一
八
八
○
)

の

後

半
部

分

山
一ω
8
ユ
o
巴

勹
鋤
再

で
あ

る
。

『
経
済

学

史

講
義

』
哲

学
書

院

、

一
八

八
七
年

。

(
78
)

東

京
専

門
学

校
出

版
部

、

一
八
九

八
年
。

(
79
)

森

時
彦

の

「梁

啓
超

の
経
済

思
想
」

(狭

間
直

樹
編

『梁

啓
超

・明

治

日
本

・

西
方
-

日
本
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
共
同
研
究
報
告
』
中
国
語
版
、
北

京

"
社
会

科

学
出

版
社

、

二
〇
〇

一
年

三
月
)

を
参

照

。

(
80
)

山
崎

増
吉

、
多

賀

出
版
株

式
会

社

、

一
九

八

一
年

。

(
81
)

そ

の
講
義

は
後

に
学
生

に
整

理
さ

れ
、

『
百
学

連
環

』

と
し

て
刊
行

さ

れ
た
。

(
82
)

杉

山
忠

平
著

『
明
治

啓
蒙

期

の
経
済

思

想
-

福

沢
諭

吉

を
中

心

に
』

法

政

大
学

出
版

局
、

一
九

八
六
年
。

(
83
)

『政
治

経
済

学

原
理

』

と
直
訳

す

る
こ

と
が

で
き

る
。

(
84
)

『福
沢

諭
吉

全
集

』
第

一
二
、
第

=

二
巻
。

(
85
)

『
敬
宇

文
集

』
巻

の

二
。

(
86
)

千
種

義

人
著

『福

沢

諭
吉

の
経
済

思

想
ー

そ

の
現
代

的

意
義

』
関

東

学

院

大
学

、

一
九
九

四
年

、

二
七

九
頁
。

(
87
)

新

村

出
編
集

、

岩
波
書

店

、

一
九
九

八
年

一
一
月
。

(
88
)

明
ら

か

に
宋

代
李

覯

の

『富

国
策

』

の
タ
イ

ト

ル
を
踏

襲

し

た
。

(
89
)

中

国
語

の
訳

名

は
法
思

徳

で
あ

る
。

(
90
)

現

代

中

国
語

に
翻

訳

す

る

と

『政

治

経
済

学
指

南

』

と
直

訳

す

る

こ
と
が

で
き

る
。

(
91
)

中

国
語

の
名

前

は
傅
蘭

雅

で
あ

る
。

(
92
)

現

代
中

国
語

に
翻

訳
す

る
と
、

『
政
治

経
済

学
』

と
直

訳
す

る

こ
と
が

で
き

る
。

(
93
)

中

国
語

の
名

前

は
艾
約

瑟

で
あ

る
。

(
94
)

中

国
語

の
名

前

は
威

廉

・
傑

文
斯

で
あ

る
。

(
95
)

『政

治
経

済

学
入

門
』

と
直

訳

で
き

る
。

(
96
)

中

国
語

の
名

前

は
亜
当

・
斯
密

で
あ

る
。

(
97
)

日
本

語
訳

"
日
本

は
明

治
維

新

以
来

、

世
界

中

に
知

識

を
広

く
求

め
、

著

述

し

た
有

用

な
書

物

は
数
千

種

類

を
上

回

っ
て

い
る
。
最

も

詳

し

く
論

じ

て

い

る

の
は
政

治

学
、
資

生

学

(
す

な

わ
ち

理
財

学
、

日
本

で

は
経
済

学

と

い
う

)

で
あ

る
。

(
98
)

当

時

の
訳
名

は

「麦

喀

士
」

で
あ

っ
た
。

(
99
)

日
本
語

訳

日
マ
ル
ク

ス
曰
く
、
現

在

の
経

済

社
会

は
、
実

に
少

数

の
人

が

多
数

の
人

の
土
地

を
略
奪

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
形

成
さ

れ

た
も

の
で
あ

る
。

(
001
)

『新

民
叢

報
』

第

一
二
号

に
掲

載
。

(
101
)

梁
啓

超
編

集

の
天
津

『庸

報
』

の
第

二
六

・
二
七
合

併
号

に
掲

載

さ
れ

た
。

(
201
)

『臨

川
先

生
文

集

・
上
仁

宗
皇

帝
書

』
。

(
301
)

『
葉
適

集

・
財

計
上
』
。

(
401
)

中

国
語

の
名
前

は
麥

克
文

で
あ

る
。
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(
501
)

『孫

中
山

全
集

』
第

二
巻

(
中
華

書

局

一
九

八

二
年
)
、

五

一
〇
頁
。

(
601
)

今

日

の
訳

名

は

『政

治
経

済
学

批
判

導

言
』

で
あ

る
。

(
701
)

分

子

の
変

化

は
化
学

研
究

の
領

域

で
あ

る
。

(
801
)

『東

雲
新

聞
』

明
治

二

一
年

一
〇
月

四

日
付

。

(
901
)

民

国
初

年

、
即

ち
第

一
次
世

界

大
戦

前

後
、

中

国
近

代

民
族

工
業

が

発

展

し
た
時

期

で
あ

る
。
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〈謝
辞
V

本
稿
の
日
本
語
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
呉
咏
梅
北
京
日
本
学
研
究
セ
ソ
タ
ー
専
任
講

師

(国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ソ
タ
ー
外
国
人
研
究
員
)
の
ほ
か
王
述
坤
中
国
東
南

大
学
教
授

(国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ソ
タ
ー
外
国
人
来
訪
研
究
員
)
、
劉
建
輝
国
際

日
本
文
化
研
究

セ
ソ
タ
ー
助
教
授
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
感

謝
い
た
し
ま
す
。
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